
　20年の歳月に感謝して、未来を輝かせる存在になりたい…。成人の日を迎えられた喜びを分かち合う新成人の
笑顔は、みな希望に満ち溢れていました。（１月９日：市民会館前にて撮影）
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新
春
恒
例
の
阿
南
市
消
防
出
初

式
が
１
月
９
日
、
文
化
会
館
夢
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
火
へ
の
意
識
と
士
気
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
参
集
し
た
阿

南
市
消
防
職
員
並
び
に
消
防
団
員

等
約
５
０
０
人
を
前
に
、
岩
浅
市

長
は
「
安
全
・
安
心
な
社
会
を
求

め
る
市
民
の
願
い
と
、
災
害
か
ら

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防

の
責
務
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
決
意
を

も
っ
て
消
防
活
動
に
精
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
川
消
防
団
長
よ
り

訓
辞
が
行
わ
れ
た
後
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
団
活
動
に
功
績
が
あ
っ

た
次
の
方
々
に
対
し
て
、
表
彰
状

並
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰	

▼
近
藤
良
行
・
新
居
正
司
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
山
本
昭
弘
（
中
野
島
分

団
）
▼
清
崎
政
信
（
宝
田
分
団
）
▼

久
積
和
仁
（
長
生
分
団
）
▼
秦
野　

毅
・
清
原
義
之
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
町
田
庄
一
郎
・
岩
田
浩
文
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
福
本
忠
義
（
見
能

林
分
団
）
▼
湯
村
裕
之
（
橘
分
団
）

▼
江
口
太
郎
（
桑
野
分
団
）
▼
上
田

晴
美
・
前
川
惠
俊
（
以
上
新
野
分
団
）

▼
俵
内
計
宏
（
福
井
分
団
）
▼
岡
本

雅
博
（
椿
分
団
）
▼
奥
井
清
明
・
福

岡
泰
行
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
尾

崎
浩
司
（
羽
ノ
浦
分
団
）
▼
井
澤　

剛
（
消
防
本
部
）

	

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
山
下　

公
・
高
田　

正
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
山
本
昭
弘
（
中
野
島
分

団
）
▼
荒
井
裕
之
（
宝
田
分
団
）
▼

田
中
昭
次
（
長
生
分
団
）
▼
丸
山
茂

明
・
三
木　

晃
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
原　

耕
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
山
川

博
之
（
見
能
林
分
団
）
▼
湯
村
裕
之

（
橘
分
団
）▼
大
羽
雅
之（
桑
野
分
団
）

▼
高
見
敏
典
（
新
野
分
団
）
▼
井
馬

輝
郎（
福
井
分
団
）▼
天
羽
裕
二（
椿

分
団
）
▼
杉
野
幸
一
（
那
賀
川
分
団
）

大切な人、
大切な自分のまちを

守りたい。
－

阿
南
市
消
防
出
初
式

－
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▼
尾
崎
浩
司
（
羽
ノ
浦
分
団
）

（
精
績
章
）

▼
松
田
仁
治
・
松
本
茂
毅
・
山
本
秀

樹
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
船
瀬
三
千

雄（
中
野
島
分
団
）▼
中
田
昌
行（
宝

田
分
団
）
▼
徳
永
義
弘
・
山
川
浩
行
・

澤
井
孝
史
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
上

原
充
裕
・
近
藤
光
明
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
佐
竹
敏
之
・
森
岡
嘉
広
・
江

川
仁
司
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
加

藤
宏
三
・
杉
本
忠
弘
・
来
宝
浩
資
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
川
西　

亘
（
橘

分
団
）
▼
江
口
太
郎
・
青
木
孝
文
・

北
條
春
樹
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
谷

口
文
昭
・
森　

和
哉
・
上
田
晴
美
（
以

上
新
野
分
団
）
▼
佐
川　

浩
（
福
井

分
団
）
▼
川
西
政
義
・
伊
勢
秀
雄
・

斎
藤
誠
二
（
以
上
椿
分
団
）
▼
小
濱

鉄
也
・
橋
本
剛
人
（
以
上
那
賀
川
分

団
）
▼
牛
城　

忠
・
定
本
英
造
・
井

上　

勝
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

（
第
22
回
全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
）

ポ
ン
プ
車
の
部

加
茂
谷
分
団
第
７
班

▼
指
揮
者
：
中
西
伴
起
▼
一
番
員
：

亀
島
正
敏
▼
二
番
員
：
森　

弘
幸
▼

三
番
員
：
大
越
陽
介
▼
四
番
員
：
日

下　

洋
▼
補
助
員
：
稲
生
哲
也

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
吉
岡
友
成
・
黒
田
雅
司
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
西
野
直
人
・
田
上
典
之

（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼
中
田
昌
行

（
宝
田
分
団
）
▼
佐
藤　

重
・
安
田

諭
史
・
友
成
孝
輔
・
谷
上
良
二
・
棚

野
充
普
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
梛　

将
典
・
山
端
恵
介
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
西
野
泰
弘
・
井
出
貴
志
・
谷　

陽

平
・
中
川
敏
英
・
近
藤
有
朋
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
横
手
照
生
・
長
尾

安
春
・
美
野
威
信
・
浜
中　

孝
・
吉

積
正
彦
・
滝
口
浩
二
・
高
井
久
司
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
木
本
哲
也
・
保

岡
貴
裕
・
沖
野
一
典
（
以
上
橘
分
団
）

▼
田
中
勇
作
・
田
中
達
也
・
畠
山
綱

義
・
森
岡
敏
弘
・
大
東
正
志
（
以
上

桑
野
分
団
）
▼
神
原
陽
介
・
海
北　

洋
・
藤
川
裕
治
・
佐
藤
博
昭
（
以
上

新
野
分
団
）
▼
原
田
伸
矢
（
福
井
分

団
）
▼
竹
内
勝
彦
（
椿
分
団
）
▼
浅

木
信
行
・
松
本
宏
文
・
松
本
広
行
・

大
島
新
吾
・
村
上
和
也
・
米
澤
敏
明

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
増
田　

博
・

山
田
和
隆
・
上
田
井
敬
治
・
橋
本
大

由
・
生
田
和
仁
・
福
井　

毅
・
竹
治

高
洋
・
三
木
真
也
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）阿

南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
坂
東
康
則
・
川
原　

至
・
福
永
寛

樹
・
篠
原
一
雄
・
谷
口
信
光
・
高
原

城
聖
・
矢
野
高
洋
・
湯
浅
圭
司
（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
山
本
佳
尚
（
中
野

島
分
団
）
▼
仁
木
英
介
（
宝
田
分
団
）

▼
小
倉　

誠
・
近
藤
直
樹
・
安
田
貴

志
・
入
江
和
幸
（
以
上
長
生
分
団
）

▼
遠
藤
和
範
・
近
藤
昌
典
・
澤
本
勝

彦
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
仁
木
孝
亮
・

佐
々
博
凡
・
岡
田
浩
一
・
湯
浅
孝
也
・

三
功
泰
史
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

奥
村
啓
時
・
南
本
順
治
・
浅
野
康
寛
・

米
田
光
芳
・
林　

宏
樹
・
青
木
孝
憲

（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
松
下
浩
徳
・

嶋
尾
晃
一
（
以
上
橘
分
団
）
▼
江
本

憲
市
（
桑
野
分
団
）
▼
久
米
宏
典
・

阿
地
正
人
・
前
川
文
明
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
土
井
真
琴
・
大
村
俊
宏
・

三
好
克
治
・
日
下
将
作
・
一
ノ
宮
義

雄
・
高
鶴
悦
且
・
井
坂　

誠
・
春
木

大
助
・
比
松
浩
二
・
黒
川
正
人
・
古

内
大
生
・
黒
川
容
礼
・
青
木
健
二
（
以

上
福
井
分
団
）
▼
井
村
吉
臣
・
藤
田

光
・
今
瀬
直
幸
・
中
川
裕
二
郎
（
以

上
椿
分
団
）
▼
岡
本
充
律
・
井
原
英

樹
・
尾
畑
典
昭
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
谷　

俊
幸
・
橋
本
文
明
・
天
羽
稔

樹
・
中
木
勝
久
・
北
井
一
馬
・
廣
田

光
紀
・
湯
村
貴
志
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）

（
功
績
章
）

第
27
回
徳
島
県
消
防
操
法
大
会
入
賞

ポ
ン
プ
車
の
部

加
茂
谷
分
団
第
７
班

▼
指
揮
者
：
中
西
伴
起
▼
一
番
員
：

亀
島
正
敏
▼
二
番
員
：
森　

弘
幸
▼

三
番
員
：
大
越
陽
介
▼
四
番
員
：
日

下　

洋
▼
補
助
員
：
稲
生
哲
也

宝
田
分
団
第
１
班

▼
指
揮
者:

藤
川
英
明
▼
一
番
員
：

桑
村
健
二
▼
二
番
員
：
汐
崎
満
文
▼

三
番
員
：
武
市
篤
浩
▼
四
番
員
：
住

友
久
夫
▼
補
助
員
：
泉　

和
博

小
型
ポ
ン
プ
の
部

加
茂
谷
分
団
第
６
班

▼
指
揮
者
：
須
藤
賢
治
▼
一
番
員
：

片
山
武
紀
▼
二
番
員
：
小
久
見
雄
一

▼
三
番
員
：
片
山
正
樹
▼
補
助
員
：

上
地
智
博

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
佐
々
木
和
子
（
中
野
島
分
団
）
▼

松
崎
典
子
・
山
本
公
代
（
以
上
加
茂

谷
分
団
）
▼
山
川
栄
子
（
見
能
林
分

団
）
▼
森　

紀
美
・
乾　

芳
惠
（
以

上
新
野
分
団
）
▼
撫
養
リ
マ
エ
・
斎

藤
真
弓
（
以
上
椿
分
団
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

▼
新
野
分
団
▼
福
井
分
団

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
久
積　

香
（
団
本
部
）
▼
矢
野
友

美
（
富
岡
分
団
）
▼
立
田
佳
代
子
・

辻
美
代
子
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

田
村
江
美
・
鎌
田
隆
子
（
以
上
宝
田

分
団
）
▼
野
口
佐
智
子
・
石
川
沙
奈

美
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
丸
山
幸
子
・

秦
野
美
和
・
清
原
あ
さ
み
・
森
本
美

加
・
井
口
直
美
・
小
谷
昌
美
・
長
池

幸
子
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
原　

恵

美
・
竹
内
重
子
・
湯
浅
美
千
代
・
山

本
美
紀
・
吉
川
尚
美
・
岩
佐
美
保
（
以

上
加
茂
谷
分
団
）
▼
加
藤
昭
子
（
見

能
林
分
団
）
▼
松
田
美
智
子
・
甘
利

美
紀
子
・
岩
浅
美
鈴
・
福
田
好
子
・

谷　

斉
美
（
以
上
橘
分
団
）
▼
井
坂

初
美
・
加
藤
百
合
子
（
以
上
桑
野
分

団
）
▼
福
谷
美
代
子
（
福
井
分
団
）

▼
笠
井
清
美
・
折
野
美
香
（
以
上
椿

分
団
）
▼
関
口
早
苗
（
羽
ノ
浦
分
団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
板
東　

孝
（
宝
田
町
）
▼
山
本
勝

明
（
羽
ノ
浦
町
）

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状（
無
火
災
）

長
生
分
団

※
お
名
前
の
表
記
に
つ
き
ま
し
て
は
、

可
能
な
限
り
人
名
用
漢
字
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
方
に
つ
い

て
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

式辞を述べる岩浅市長。
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平成22年度

阿
南
市
体
育
祭

優
秀
者
・

優
秀
団
体

発
表
（
敬
称
略
）

　

昨
年
の
８
月
18
日
に
開
幕
し
ま
し

た
「
平
成
22
年
度
阿
南
市
体
育
祭
」

は
、
12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
体
操

競
技
で
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
約
３
，
４
０
０
人
に
も
及
ぶ
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
21
競
技
の

優
秀
者
と
優
秀
団
体
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
所
属

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

森
・
撫
中
（
阿
南
中
）

▼
同
女
子　

前
川
・
滝
口
（
阿
南
中
）

▼
一
般
男
子　

堺
・
関
口
（
日
亜
・

赤
Ｍ
）
▼
成
年
男
子　

礒
野
・
谷
本

（
阿
南
ク
）
▼
シ
ニ
ア　

蔭
原
・
近

藤【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
小
学
男
子　

校
條
僚
也
▼
同
女
子

森
吉
瑠
璃
子
▼
中
学
女
子　

吉
積
沙

瑛
▼
高
校
男
子　

野
田
智
大
▼
同
女

子　

井
戸
千
歳
▼
一
般
男
子　

古

山
・
竹
内
▼
同
女
子　

村
田
・
山
口

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

岩
崎
遥

香
（
羽
ノ
浦
中
）
▼
同
３
部　

井
藤

璃
乃
（
羽
ノ
浦
中
）
▼
女
子
ダ
ブ
ル

ス
１
部　

井
上　

恵
・
杉
本
奈
緒
子

▼
同
２
部　

中
岡
光
代
・
山
田
千
鶴

▼
同
３
部　

井
藤
璃
乃
・
鎌
田
真
由

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部　

井
上
英

樹
（
新
野
体
協
）
▼
同
２
部　

秦
野

智
宏
（
四
国
電
力
）
▼
同
３
部　

山

下
大
輔
（
フ
リ
ー
バ
ー
ド
）
▼
男
子

ダ
ブ
ル
ス
１
部　

岡
本
隼
也
・
埴
渕

充
普
▼
同
２
部　

品
川
宜
丈
・
占
部

克
幸
▼
同
３
部　

井
村
健
太
郎
・
島

田
言
葉

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

一
般
男
子　

見
能
林
体
協
Ａ

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

１
コ
ー
ト　

新
野

２
コ
ー
ト　

宝
田

【
サ
ッ
カ
ー
】

Ｕ
11
那
賀
川
Ｆ
Ｃ

【
剣
道
】

▼
小
学
校
団
体　

徳
島
至
誠
館
▼
同

個
人　

松
葉
そ
ら
（
至
誠
館
）
▼
中

学
校
男
子
団
体　

那
賀
川
中
学
校
▼

同
個
人　

呉
羽
尚
樹
（
阿
南
二
中
）

▼
中
学
校
女
子
団
体　

新
野
中
学
校

▼
同
個
人　

稲
生
美
穂（
加
茂
谷
中
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

男
子　

見
能
林
体
協

女
子　

見
能
林
体
協

【
銃
剣
道
】

▼
一
般　

乾　

政
博
▼
高
齢　

小
倉

平
吉
▼
短
剣　

東
川　

均

【
柔
道
】

▼
幼
児　

中
野
善
一
朗
▼
小
学
１
年

樋
富
力
斗
▼
同
２
年　

川
元
翔
太
▼

同
３
年　

森　

郁
人
▼
同
４
年　

吉

田　

恵
▼
同
５
年　

本
村
真
帆
▼
同

６
年　

井
上
勇
太
▼
中
学
個
人　

中

西
弘
典
▼
同
団
体　

阿
南
第
一
中
学

校
▼
高
校
の
部　

酒
井
義
貴
▼
高

校
・
一
般
（
段
外
）　

鶴
本
翔
吾
▼

同
（
有
段
）　

山
下　

祥
▼
同
（
団

体
）　

中
山
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
▼
一
般
女

子　

井
本
友
子

【
相
撲
】

▼
小
男
子
団
体　

福
井
小
Ａ
▼
小
女

子
団
体　

福
井
小
Ａ
▼
小
４
年
男
子

Ａ　

青
木
大
輝
（
橘
）
▼
小
４
年
男

子
Ｂ　

浮
橋
幸
太
（
中
野
島
）
▼
小

４
年
女
子　

原
田
秋
馨
（
橘
）
▼
小

５
年
男
子
Ａ　

中
西　

樹
（
橘
）
▼

小
５
年
男
子
Ｂ　

東
山
大
和（
富
岡
）

▼
小
５
年
女
子
Ａ　

蟻
馬
成
美（
椿
）

▼
小
５
年
女
子
Ｂ　

坂
東
茉
弥
（
福

井
）
▼
小
６
年
男
子
Ａ　

鎌
田
士
道

（
長
生
）
▼
小
６
年
男
子
Ｂ　

井
上

勇
太
（
見
能
林
）
▼
小
６
年
女
子
Ａ

佐
々
木
睦
実
（
福
井
）
▼
小
６
年
女

子
Ｂ　

青
木
沙
織
（
福
井
）

【
軟
式
野
球
】

一
般　

長
生
体
協

壮
年　

長
生
体
協

【
卓
球
】

男
子　

み
な
み
ク
ラ
ブ

女
子　

ほ
た
る
ク
ラ
ブ
高
校
選
抜

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子　

桑
野
ク
ラ
ブ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

田
村　

積

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

春
木　

巌

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

男
子　

徳
島
ク
ラ
ブ
ミ
ド
ル

女
子　

徳
島
ク
ラ
ブ

【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

桑
野
プ
ー
さ
ん

【
体
操
】

幼
児　
▼
総
合　

喜
多
條
叶
聖
▼
マ

ト　

石
橋　

文
▼
跳
び
箱　

赤
木
悠

泰
▼
鉄
棒　

西
岡
璃
音
▼
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

喜
多
條
叶
聖

小
学
校
低
学
年　
男
子
総
合　

住
永

健
斗
▼
同
マ
ッ
ト　

住
永
健
斗
▼
同

バレーボールでアベック優勝した見能林体協の皆さん。
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跳
び
箱　

住
永
健
斗
▼
同
鉄
棒　

住

永
健
斗
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

住
永

健
斗
▼
女
子
総
合　

米
田
桃
香
▼
同

マ
ッ
ト　

米
田
桃
香
▼
同
跳
び
箱　

山
下
真
依
▼
同
鉄
棒　

上
原
こ
こ
な

▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

山
下
真
依

小
学
校
高
学
年　
▼
男
子
総
合　

知

賀
竜
一
▼
同
マ
ッ
ト　

請
田
大
和
▼

同
跳
び
箱　

福
田
龍
貴
▼
同
鉄
棒　

知
賀
竜
一
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

知

賀
竜
一
▼
女
子
総
合　

蔭
岡
み
く
▼

同
マ
ッ
ト　

蔭
岡
み
く
▼
同
跳
び
箱

蔭
岡
み
く
▼
同
鉄
棒　

吉
積
麻
衣
▼

同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

土
肥
梨
奈

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
１
〜
３
年
男
子
25
ｍ

福
原
慎
太
朗
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

湯
浅
詩
音
（
富
岡
）
▼
小
４
〜
６
年

男
子
25
ｍ　

小
土
手　

悠
（
富
岡
）

▼
同
女
子　

多
田
星
来
▼
一
般
男
子

25
ｍ　

島
田　

充
▼
70
歳
以
上
男
子

25
ｍ　

神
野
幸
重
▼
同
女
子　

池
田

行
子
▼
小
４
〜
６
年
男
子
50
ｍ　

山

田
倖
平
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

原
田

一
葉
（
富
岡
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

森
岡
政
伸
（
阿
南
）
▼
同
女
子　

佐

野
文
香
（
徳
島
文
理
）
▼
一
般
男
子

50
ｍ　

島
田　

充
▼
中
学
男
子
１
０

０
ｍ　

森
岡
政
伸
（
阿
南
）
▼
同
女

子　

佐
野
文
香
（
徳
島
文
理
）

平
泳
ぎ　
▼
小
１
〜
３
年
男
子
25
ｍ

村
上
喜
一
（
今
津
）
▼
同
女
子　

湯

浅
詩
音
（
富
岡
）
▼
小
４
〜
６
年
男

子
25
ｍ　

小
島
健
太
郎
（
平
島
）
▼

同
女
子　

野
村
侑
香
（
富
岡
）
▼
70

歳
以
上
男
子
25
ｍ　

神
野
幸
重
▼
小

４
〜
６
年
男
子
50
ｍ　

大
久
佐
敦
志

（
富
岡
）
▼
同
女
子　

野
村
侑
香
（
富

岡
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

米
田
研
志

（
阿
南
）
▼
中
学
男
子
１
０
０
ｍ　

米
田
研
志
（
阿
南
）

背
泳
ぎ　
▼
小
１
〜
３
年
男
子
25
ｍ

立
石
迅
一
郎(

今
津)

▼
同
女
子　

小
林
璃
々
（
羽
ノ
浦
）
▼
小
４
〜
６

年
男
子
25
ｍ　

細
川
丈
留（
中
野
島
）

▼
同
女
子　

中
村
衣
里
（
富
岡
）
▼

70
歳
以
上
女
子
25
ｍ　

池
田
行
子
▼

小
４
〜
６
年
男
子
50
ｍ　

溝
木
隆
太

（
富
岡
）
▼
同
女
子　

溝
木
綾
友
（
富

岡
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

山
田
修
平

（
阿
南
）
▼
中
学
男
子
１
０
０
ｍ　

山
田
修
平
（
阿
南
）

バ
タ
フ
ラ
イ　
小
１
〜
３
年
男
子
25

ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
今
津
）
▼
同
女

子　

小
林
璃
々
（
羽
ノ
浦
）
▼
小
４

〜
６
年
男
子
25
ｍ　

小
川
侑
真
（
富

岡
）
▼
同
女
子　

大
迫
空
美
（
富
岡
）

個
人
メ
ド
レ
ー　
小
４
〜
６
年
男
子

１
０
０
ｍ　

溝
木
隆
太
（
富
岡
）
▼

同
女
子　

溝
木
綾
友
（
富
岡
）

【
陸
上
】

小
学
校
の
部　
▼
小
５
男
子
１
０
０

ｍ　

太
田
伸
太
郎
▼
同
女
子　

藤
田

ア
ビ
ゲ
イ
ル
▼
小
６
男
子
１
０
０
ｍ

岡　

知
樹
▼
同
女
子　

椋
下
美
里
▼

小
５
男
子
１
０
０
０
ｍ　

沖
津　

力

▼
同
女
子　

堺　

満
咲
▼
小
６
男
子

１
０
０
０
ｍ　

佐
竹
光
太
▼
同
女
子

吉
成
祐
奈
▼
小
５
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド

ル　

西
條
恭
介
▼
同
女
子　

井
上　

優
▼
小
６
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

松

原
智
哉
▼
同
女
子　

藤
井
海
緒
・
藤

田
も
も
夏
▼
男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー　

富
岡
小
学
校
▼
同
女
子　

羽
ノ
浦
小
学
校
▼
小
５
男
子
走
高
跳

布
袋
大
樹
▼
同
女
子　

仁
木
保
澄
▼

小
６
男
子
走
高
跳　

守
野
尚
弥
▼
同

女
子　

横
手
悠
衣
▼
小
５
男
子
走
幅

跳　

清
田
哲
志
▼
同
女
子　

山
本
歩

未
▼
小
６
男
子
走
幅
跳　

須
原
慶
太

▼
同
女
子　

山
添
凪
乃
▼
小
５
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

藤
本
大
輝
▼
同

女
子　

布
川
聖
依
▼
小
６
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投　

坪
井　

優
▼
同
女
子

山
川
茜
里

中
学
校
の
部　
▼
男
子
１
０
０
ｍ　

野
村
奈
作
▼
同
女
子　

中
西
玲
香
▼

女
子
２
０
０
ｍ　

中
西
玲
香
▼
男
子

１
５
０
０
ｍ　

岡
本
将
士
▼
同
女
子

岡
久
純
怜
▼
男
子
３
０
０
０
ｍ　

加

藤　

航
▼
女
子
砲
丸
投　

伊
丹　

咲

▼
女
子
円
盤
投　

田
村
美
奈
実

高
校
・
一
般
の
部　
▼
男
子
１
０
０

ｍ　

松
田
浩
宗
▼
同
女
子　

片
山
裕

子
▼
高
齢
者
男
子
１
０
０
ｍ　

小
松

富
久
▼
男
子
２
０
０
ｍ　

松
田
浩
宗

▼
同
女
子　

片
山
裕
子
▼
男
子
４
０

０
ｍ　

芝
山
泰
三
▼
女
子
３
０
０
０

ｍ　

木
下　

梓
▼
男
子
５
０
０
０
ｍ

岩
佐
保
昭
▼
男
子
走
幅
跳　

串
宮
健

太
▼
高
齢
者
男
子
走
幅
跳　

小
松
富

久
▼
男
子
円
盤
投　

高
田
康
希
▼
男

子
や
り
投　

中
山
鉄
郎

　 光のまちステーションプラザ ２月の催し
「竹人形、星形あんどん、ＬＥＤグラス作り」カルチャー講座を常時開催中！
■展示コーナー
フェルトスイーツおよびプリザーブドフラワー展　

１日㈫〜13日㈰　午前10時〜午後８時（※13日は午後５時まで）
　アロマオイル展

15日㈫〜17日㈭　午前10時〜午後８時
もめんの詩　ベルベットパッチワークキルト展

19日㈯〜27日㈰　午前10時〜午後８時（※27日は午後５時まで）

■体験コーナー
アロマクラフト講習会　15日㈫〜17日㈭　午前10時〜午後８時
【参加費】500円〜 1,500円　【定員】なし　【申込締切日】当日まで
ＬＥＤ体験学習　19日㈯　午後１時30分〜３時30分
【参加費】無料　【定員】５人　【申込締切日】２月10日㈭
【対象者】小学５・６年生および中学生
プリザーブドフラワーでコサージュ作り　

20日㈰　午後１時30分〜４時
【参加費】2,500円　【定員】10人　【申込締切日】２月19日㈯
キルトでブローチ作り　27日㈰　午後１時〜３時
【参加費】400円　【定員】10人　【申込締切日】２月26日㈯

申し込み・問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24－3141）へ

　文化会館（夢ホール）の催し
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

♪江口　玲　ピアノリサイタル
日　時　２月18日㈮　午後７時開演

（午後６時30分開場）
入場料　小・中・高校生　1,000円

一般　2,000円（自由席）
※未就学児は入場できません。
　託児室（無料）をご利用ください。

♪子どものための音楽会　ぞうのババール
　お話とピアノ演奏をお楽しみください。子どもた
ちが読書好きに音楽好きになりますように。
日　時　２月19日㈯ 
　　　　午後２時開演（午後１時30分開場）
出　演　江口　玲さん（ピアノ）
　　　　三木スズエさん

（朗読：とくしまお話を語る会）
入場料　１人500円（自由席）
※小学生以下は入場無料ですが整理券が必要。
※３歳未満は入場できません。
　託児室（無料）をご利用ください。
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阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封　

匿
名
で
、
社
会
福
祉
事
業
運
営
基

金
へ

●
金
一
封　

羽
ノ
浦
町　

阿
南
共
栄
病
院
ク
リ

エ
イ
ト
21
代
表　

井
澤　

智
様
か

ら
、
阿
南
共
栄
病
院
文
化
祭
に
お

け
る
バ
ザ
ー
の
売
上
金
を
地
域
福

祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封　

上
中
町　

賀
川
寿
郎
様
か
ら
、
退

職
に
伴
う
餞
別
を
地
域
福
祉
事
業

活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）参
加
資
格
審

査
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
に
阿
南
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
並
び
に
建
設
工
事
に
係

る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に
関
す
る

委
託
業
務
の
一
般
競
争
入
札
（
指
名

競
争
入
札
）
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
３
月
31

日
㈭
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

※
平
成
23
年
度
は
受
付
期
間
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建
設

工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等
の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争
入

札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ
る
も
の

と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競

争
入
札
）
を
希
望
す
る
建
設
工
事
の

業
種
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣

ま
た
は
都
道
府
県
知
事
が
実
施
す
る

経
営
事
項
審
査
を
受
け
る
べ
き
時
期

に
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
よ
り
電
子
入

札
を
本
格
導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
機
器
等

の
準
備
が
必
要
で
す
。

提
出
方
法　
市
内
業
者
は
管
財
課
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
市
外
業
者
は
、

郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財
課

（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

【
２
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

7
・
14
・
21
・
28
日

船
瀬
温
泉

－

市
長
通
信

－

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁

−
白
鵬
と
双
葉
山

−

　

第
69
代
横
綱
白
鵬
（
１
９
２
㌢
、
１
５
３
㌔
）
が
第

35
代
横
綱
双
葉
山
（
１
７
９
㌢
、
１
２
８
㌔
）
の
69
連

勝
に
挑
ん
だ
昨
年
11
月
の
九
州
場
所
。
２
日
目
に
敗
れ
、

連
勝
は
63
で
途
絶
え
ま
し
た
。

　
「
後
の
先
」
…
相
手
の
立
ち
合
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
て
か
ら
、
自
分
の
形
に
持
っ
て
い
く
双
葉
山
の
偉
大

さ
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、「
相
撲
の
神
様
」

「
昭
和
の
角
聖
」
と
呼
ば
れ
た
昭
和
の
大
横
綱
双
葉
山

が
、
現
代
の
日
本
人
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
た
瞬

間
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

少
年
時
代
の
負
傷
が
元
で
右
目
が
半
失
明
状
態
で
、

右
手
の
小
指
が
不
自
由
と
い
う
ハ
ン
デ
を
抱
え
な
が
ら

数
々
の
大
記
録
を
打
ち
立
て
た
双
葉
山
は
、
１
９
３
９

年
（
昭
和
14
年
）
１
月
場
所
４
日
目
、
安
藝
ノ
海
戦
で

連
勝
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
新
聞
各
社
が
号
外
を
出

し
、
日
本
中
が
騒
然
と
す
る
な
か
、
知
人
へ
打
電
し
た

の
が
、「
イ
マ
ダ　

モ
ッ
ケ
イ　

タ
リ
エ
ズ　

フ
タ
バ
」

と
い
う
有
名
な
「
木
鶏
」
電
文
で
す
。

〈
闘
鶏
を
調
教
す
る
名
人
に
王
様
が
１
羽
の
鶏
を
預
け

る
。
王
様
は
10
日
ほ
ど
が
過
ぎ
る
た
び
「
そ
ろ
そ
ろ
使

え
る
か
。」
と
尋
ね
る
が
、「
ま
だ
い
け
ま
せ
ん
。
虚
勢

を
張
っ
て
他
の
鶏
を
威
嚇
し
ま
す
。」「
ま
だ
で
す
。
他

も
が
い
く
ら
鳴
き
声
を
上
げ
て
も
、
全
く
動
じ
ま

せ
ん
。
遠
く
か
ら
見
る
と
木
で
で
き
た
鶏
の
よ
う

で
す
。」〉（
守
屋　

洋
著
「『
荘
子
』
の
人
間
学
」
よ
り
）

　

双
葉
山
の
心
身
と
も
何
ご
と
に
も
動
じ
な
い
境

地
を
示
し
た
あ
ま
り
に
も
有
名
な
話
で
す
。

　

白
鵬
は
、
こ
の
双
葉
山
を
自
分
の
目
標
で
あ
り
、

ラ
イ
バ
ル
を
定
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
常
勝
を

義
務
付
け
ら
れ
る
一
人
横
綱
白
鵬
の
、
心
の
支
え

で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

白
鵬
は
一
番
上
の
兄
弟
と
は
17
歳
も
離
れ
て
い

た
甘
え
ん
坊
の
少
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
両
親

と
３
人
で
「
川
」
の
字
に
な
っ
て
寝
、
家
事
で
就

寝
が
遅
く
な
る
母
の
布
団
に
入
っ
て
温
め
て
待
っ

て
い
た
と
い
う
心
優
し
い
少
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

優
し
さ
の
中
に
こ
そ
〝
強
さ
が
あ
る″
と
言
い
ま

す
が
…
。

　
「
１
年
、
３
６
５
日
、
日
々
努
力
で
す
。
稽
古

だ
け
で
強
く
な
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。
心
を
豊

か
に
す
る
こ
と
も
、
１
人
で
考
え
込
む
こ
と
も
一

つ
一
つ
が
す
べ
て
努
力
で
、
そ
う
し
な
い
と
強
く

な
れ
な
い
と
思
う
ん
で
す
。」

　

25
歳
の
青
年
横
綱
、
白
鵬
の
こ
の
言
葉
を
聞
く

に
及
び
、
日
々
双
葉
山
に
近
づ
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

の
鶏
を
に
ら
み
つ
け

て
い
き
り
立
ち
ま

す
。」
数
十
日
を
経

て
、
よ
う
や
く
名
人

が
調
教
終
了
を
告
げ

る
。「
も
う
、
大
丈

夫
で
す
。
他
の
鶏
ど
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事
務
補
助
員（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
23
年
度
に
市
役
所
及
び
関
係

機
関
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す

る
職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
２
月
20
日
㈰

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）
が
で
き

る
こ
と
。

申
込
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
２
月

１
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
用
務
補
助
員（
臨
時

的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
23
年
度
に
市
内
の
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
、
臨
時

的
に
勤
務
す
る
学
校
用
務
員
の
選
考

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
15
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

試
験
日　
２
月
20
日
㈰

申
込
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課
備

え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、

２
月
１
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
の

払
戻
請
求
を
お
忘
れ
で
な
い
で
す
か

　

同
じ
月
に
同
じ
医
療
機
関
で
支
払

っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
一
定

額
を
超
え
た
場
合
等
、
高
額
療
養
費

の
払
戻
請
求
が
で
き
ま
す
。
対
象
者

に
は
市
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
請
求
手
続
が
お
済
み
で

な
い
方
が
い
ま
す
。
通
知
後
２
年
が

経
過
し
ま
す
と
時
効
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
額

療
養
費
の
申
請
に
は
領
収
書（
原
本
）

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

税
金
の
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）

等
を
さ
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
を
提

出
す
る
前
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
入
院
し
た
場
合
、
医
療
機

関
で
の
支
払
額
が
自
己
負
担
の
限
度

額
ま
で
で
済
む
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年

金
課
（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充

　

平
成
23
年
４
月
診
療
分
か
ら
助
成

の
対
象
を
小
学
６
年
生
修
了
ま
で
拡

充
し
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
小
学
５
年
、
６
年
生
に

な
る
お
子
さ
ん
の
手
続
き

　

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
関
係

書
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
２
月
28
日

㈪
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
「
受
給
者
証
」
を
お
持
ち

の
０
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年

金
課
（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
な
い
か
心
配
で
す
。
な

に
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
、
口
座
振
替
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
月
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
納
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な

く
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
の
窓
口
、

ま
た
は
年
金
事
務
所
（
郵
送
も
可
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
書
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が
必
要

で
す
の
で
、
年
金
手
帳
等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
届
出

印
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
引
落
方
法
は

①
１
年
度
分
の
前
納
（
申
込
締
切
日

は
２
月
末
日
）

②
６
カ
月
分
の
前
納
（
４
月
〜
９
月

分
の
申
込
締
切
日
は
２
月
末
日
）

③
毎
月
（
早
割
）
※
納
付
期
限
よ
り

も
１
カ
月
早
く
口
座
振
替

④
毎
月
（
割
引
な
し
）

の
４
種
類
か
ら
選
ん
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

　

４
月
1
日
か
ら
税
務
証
明
書
の
申

請
時
に
、
窓
口
へ
来
ら
れ
た
方
の
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

に
よ
る
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
確
認
は
、
他
人
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
不
正
に
証
明
書
を
取
得

す
る
こ
と
を
防
止
し
、
皆
様
の
大
切

な
資
産
や
収
入
な
ど
の
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

本
人
確
認
が
で
き
る
主
な
書
類

●
運
転
免
許
証
●
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
●
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
●
外

国
人
登
録
証
明
書
●
被
保
険
者
証
●

各
種
年
金
手
帳
（
ま
た
は
証
書
）
●

そ
の
他
公
的
機
関
が
発
行
し
た
資
格

証
明
書

代
理
申
請
の
場
合　
証
明
が
必
要
な

方
の
委
任
状
（
個
人
の
場
合
は
認
印
、

法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
を
押
印
し

た
も
の
）
お
よ
び
代
理
で
来
ら
れ
る

方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

税
務
証
明
書
交
付
申
請
時
の
本
人
確
認
の
実
施
の
お
知
ら
せ
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水
道
の
冬
支
度
を
！

●
夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意

　

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な
り

ま
す
と
、
防
寒
の
出
来
て
い
な
い
水

道
管
は
、
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
、

早
め
に
手
当
て
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ
。

③
風
が
よ
く
当
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る

水
道
管
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中

に
あ
る
止
水
栓
（
＝
バ
ル
ブ
）
を
閉

め
て
水
を
止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に

布
や
テ
ー
プ
な
ど
で
応
急
手
当
て
を

し
て
か
ら
、
市
指
定
上
下
水
道
工
事

店
共
同
組
合
（
☎
22

－

７
６
０
８
）

ま
た
は
市
指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
、

溶
か
し
ま
す
。
熱
湯
を
か
け
る
と
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
等
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
の
合
併
協
定
書
に
基
づ

い
て
、
据
え
置
い
て
い
ま
し
た
旧
市

町
の
一
部
地
域
の
水
道
料
金
等
は
、

４
月
分
か
ら
左
表
の
料
金
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
阿
南
市
の
上
水
道
、

簡
易
水
道
の
料
金
は
、
す
べ
て
統
一

さ
れ
た
料
金
体
系
に
な
り
ま
す
。

※
基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
の
有
無

に
か
か
わ
り
な
く
課
さ
れ
る
料
金
で

す
。
水
道
を
ご
使
用
に
な
ら
な
い
場

合
は
、
閉
栓
届
け
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22

－
０
５
８
７
）
へ

平成23年度 阿南市水道料金表（１カ月当たり） ※ 消費税別

用　途 基本水量
（立方メートル）

基本料金
（円）

超　過　水　量
（１立方メートルについて）

超過料金
（円）

一 般 用 10 880

11　以上　20　まで  90

21　以上　30　まで 120

31　以上 160

湯 屋 用 150 11,000 151　以上 100

業 務 用 200 26,000
201 以上 1,000 まで 120

1,001 以上 160

船 舶 用 ——— ——— 1 につき 260

臨 時 用 ——— ——— 1 につき 260

メーター使用料表（１カ月当たり） ※ 消費税別

口　径（㎜） 13 16 20 25 30 40 50 75 100 150

使用料（円） 60 110 110 140 270 400 800 1,600 2,000 3,700
※16㎜メーターの使用料は、４月１日から、現在の100円から110円になりますのでご了承ください。

環境と

くらし

シリーズ

〈№ 10〉

☆
は
じ
め
よ
う　
考
え
よ
う

　
地
球
温
暖
化
対
策
☆

地
球
温
暖
化
の
主
な
要
因
は
Ｃ
Ｏ
２

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
で
使
わ
れ
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
、
石
油
や

石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
焼
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
大
気
中
に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）

が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ
り
Ｃ

Ｏ
２
濃
度
も
上
昇
し
、
宇
宙
に
放
出

さ
れ
る
は
ず
の
熱
が
Ｃ
Ｏ
２
に
遮
ら

れ
、
大
気
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
こ

と
で
「
温
室
」
と
同
じ
状
態
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
の
仕
組

み
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
む
と

台
風
や
大
雨
が
増
加
し
た
り
、
氷
河

が
溶
け
出
し
て
海
面
が
上
昇
し
沿
岸

部
や
海
抜
の
低
い
島
が
水
没
し
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
や
漁
業
に
も
影
響
が
広
が
り
、

世
界
の
食
糧
不
足
に
ま
で
発
展
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
熱
帯

性
の
伝
染
病
が
流
行
す
る
な
ど
衛
生

面
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

１
人
ひ
と
り
の
省
エ
ネ
が
支
え
る
大

き
な
効
果

　

こ
の
ま
ま
で
は
大
変
！
深
刻
な
地

球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た

め
に
は
、
１
人
ひ
と
り
が
問
題
意
識

を
持
ち
省
エ
ネ
を
実
行
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
１
人
で
は
効
果
が
少
な

い
よ
う
に
思
え
て
も
、
み
ん
な
で
取

り
組
め
ば
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

毎
日
、
そ
の
時
、
そ
の
場
で
、
我
が

家
が
す
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
か
ら
地
球
を
守
る
省

エ
ネ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
次
回

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

－

３
４
１
３
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

241件（2,645）
0人（       5）
40人（   509）

救 急 件 数
搬送人員

263件（3,064）
253人（2,976）

火 災 件 数
損 害 額

3件（     42）
87千円（42,924千円）

●阿南署管内平成22年12月分合計　(　)内は１月からの累計

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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申
告
・
納
付
の
期
間

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
・
贈
与
税　

　

２
月
１
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

　

２
月
１
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈭

申
告
相
談
会
場

会
場　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
東
側
）

※
駐
車
場
は
、
同
セ
ン
タ
ー
東
側
に

あ
る
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署
庁

舎
内
に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
告

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
申
告
期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
最
高
５
，
０

０
０
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま

で
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を

一
度
で
も
受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
外

で
す
。

■
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確
定
申
告
期

限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

■
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３

週
間
程
度
に
短
縮
）

振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
で
す
。

振
替
納
税
は
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必

要
が
な
く
、
う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
で
便
利
な
振
替
納
税
制
度
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き　
税
務
署
お
よ
び
金
融
機
関

に
備
え
付
け
の
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

税
務
署
ま
た
は
取
引
先
の
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　
▼
所
得
税
：
４
月
22

日
㈮
▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
：
４
月
27
日
㈬

電
子
納
税
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

事
前
に
税
務
署
に
届
出
等
を
し
て

お
け
ば
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

電
子
申
告
等
の
後
に
簡
単
な
ク
リ
ッ

ク
操
作
に
よ
り
、
届
け
出
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
即
時
ま
た
は
期
日
を
指

定
し
て
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
告
書
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

－

０
０
３
０
阿
南
市
富
岡

町
滝
の
下
４
番
地
４　

阿
南
税
務
署

（
☎
22

－

０
４
１
４
）
へ

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

応
募
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
２
月
28

日
㈪

応
募
方
法　
「
女
性
消
防
班
愛
称
」

と
記
入
し
、
愛
称
・
そ
の
理
由
・
応

募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

審
査
お
よ
び
発
表　
市
消
防
本
部
に

お
い
て
審
査
し
、
４
月
ご
ろ
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
な

お
、
採
用
さ
れ
た
方
（
１
人
）
に
は

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。（
採

用
さ
れ
た
名
称
に
複
数
の
応
募
が
あ

る
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

０
０
０
１　

阿
南
市
辰
己
町

１
番
地
33　

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22

－

３
７
９
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

－

１
４
９
８
）
へ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス anan119@bird.ocn.ne.jp

　

阿
南
市
消
防
団
で
は
、
現
在
８
人

の
女
性
消
防
団
員
が
地
域
防
災
の
た

め
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
、
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
「
女
性
消
防
班
」
の
愛
称
（
チ
ー

ム
名
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定　
愛
称
は
本
人
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
１
通
に
つ
き
愛
称
１
点
）

住　宅　用
火災警報器

設置期限　平成23年５月31日

設
置
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

設置しなければならない
対象住宅等
・戸建て住宅
・店舗併用住宅
・共同住宅等
設置しなければならない
場所
・全ての寝室（煙式）
・２階に寝室がある場合、

階段上部（煙式）
・台所（推奨します。煙

式または熱式）

問い合わせは
消防本部予防課

（☎22－3799）へ
警報器

国道55号

JR阿
南
駅

原田病院

フジグラン阿南富岡東高等学校阿南市
市民会館

商工業振興
センター

聖母幼稚園

市
道 

領
家
学
原
線

ホームセンター
ダイキ阿南店
ホームセンター
ダイキ阿南店

商工業
振興センター
駐車場

凡　例… 案内看板案

女
性
消
防
班
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
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人権教育・啓発
〈連載75〉 阿南市人権教育研究大会にご参加ください

　次の日程で阿南市人権教育研究大会を開催いたします。多数の皆様のご参加をお願いいたします。　

会場および研究内容　　
＜全体会＞　文化会館　人権コンサート「うた、こども、識字から学ぶ人権」　石井小学校　教頭　湯浅　篤人さん
＜分科会＞

日　時　２月５日㈯　午前10時開会
参加費　700円（弁当付き）

趣　旨　　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を
自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動
の具体的な実践について研究する。

※託児を希望される方は、２月１日㈫までに人権教育課へお申し込みください。
申し込み・問い合わせは　人権教育課（☎22－3392）へ

会　名 会　　場 研　　　　　究　　　　　概　　　　　要

就 学 前 教 育 文化会館　
２階　研修室

　就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性について、保護者・地域への啓発や教育
（保育）内容をどのように実践しているか。　

小 ・ 中 学 校
教 育

富岡公民館　
２階　ホール

　心豊かでたくましい阿南の子どもを育てるために、人権意識を高めながら連帯感のあるＰＴＡ活
動を推進しよう。
　学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが叫ばれています。ＰＴＡ活動
や地域活動を中心とした子ども・教職員・家庭・地域が連携した人権教育・啓発をどのように進め
ているか、参会者が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

高校・高専・
特別支援学校
教 育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間A

　「身元調査お断り」ワッペン運動の輪をさらにひろげ、一人ひとりの人権意識の高揚を図ろう。
　－身元調査と私たちのくらし－
　高度情報化社会の到来により、たいへん便利になった反面、インターネットをはじめ生活のあら
ゆる場面において人を傷つける情報もあとを絶ちません。今一度、一人ひとりがしあわせに生きら
れるために、何をしなければならないか考えてみましょう。

社 会 教 育 文化会館　
１階　視聴覚室

　人権を確立し、すべての人の命と健康が守られる社会を創ろう。
〜相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生きる社会づくりを進めよう〜
　すべての市民が日常のさまざまな生活を「人権」と結びつけて考え、あらゆる差別や不合理を解
消する取り組みを進めるための教育・啓発活動を共に考えましょう。

企 業 ・ 職 域 ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｂ・Ｃ

　市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り差別のない明るい職場をつくろう。
　企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）を見直し、強化することによ
り、企業人・社会人としての資質の向上をめざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政 ロイヤルガーデン
ホテル　別館　
レジェンダ

　公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の視点で業務を遂行しているか。
　「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」に取り組んでいるか。
　人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携を密にした実践活動を推進し
ているか。

日
時　
２
月
22
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館　

１
階
視
聴
覚
室

内
容　
講
演
「
人
権
劇
の
歩
み
」

　
　
　

講
師
：
福
井
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　

生
杉
孝
晴
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　

12
月
５
日
、
第
14
回
阿
南
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
演
さ
れ
た
劇

団
あ
ゆ
み
に
よ
る
人
権
劇
「
じ
い
ち

ゃ
ん
の
子
守
唄
」
の
一
場
面
。
同
和

問
題
を
題
材
に
結
婚
差
別
で
揺
れ
動

く
家
族
の
心
境
を
リ
ア
ル
に
表
現
し

た
劇
は
多
く
の
人
の
心
を
打
ち
ま
し

た
。
手
作
り
の
劇
か
ら
人
権
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
有
意
義
な
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

手作りの劇から学ぶ人権の大切さ 人権教育・啓発市民講座

広報平成23年（2011年）2月1日 〔第631号〕 10



阿南市立図書館だより
２	月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ 休 ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
２月１日 ㈫ 阿 南 荘 前 13:30〜14:00 15日 ㈫ 桑野コミュニティセンター前 14:10〜14:40

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14:20〜14:50 山 口 分 館 前 14:50〜15:20
王 子 製 紙 社 宅 前 15:00〜15:30 16日 ㈬ 上 中 分 館 前 14:20〜15:00

２日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13:45〜14:20 17日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14:00〜14:30
新 野 駅 前 14:30〜15:00 見 能 林 公 民 館 前 14:40〜15:10

３日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12:50〜13:20 18日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13:45〜14:15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13:40〜14:20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14:30〜15:00
大 野 公 民 館 前 14:30〜15:00 22日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13:30〜14:00

８日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12:50〜13:30 宝 田 公 民 館 前 14:10〜14:40
旧 福 井 南 小 学 校 前 13:45〜14:15 23日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13:50〜14:30
阿 南 農 協 会 館 前 15:30〜16:00 阿 南 県 営 住 宅 前 14:40〜15:10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 阿南図書館　☎23－2020

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

Let’s enjoy

　阿南市立図書館で所蔵していない本は、他の図書館（県

立図書館、県内市町村立図書館など）から取り寄せること

ができます。

　県内の図書館の蔵書は、県立図書館ホームページより横

断検索（複数の図書館の蔵書を一度に検索）ができます。

一部資料（国立国会図書館蔵書など）を除いて、貸し出し・

コピーもできます。

　リクエストのお申し込みは、図書館カウンター、電話・

ＦＡＸで受け付けています。お気軽にお問い合わせくださ

い。

としょかんライフ
 図書館のリクエストサービス
読みたい本、あきらめていませんか？

〜検索しても希望の本がでてこないときは、ご相談ください〜

阿南図書館　☎23－2020ＦＡＸ23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時〜３時
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会
　午前10時30分〜11時

那賀川図書館　☎42－3111ＦＡＸ42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時〜
◎中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100ＦＡＸ44－2099
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審
判
員
で
野
球
の
ま
ち
あ
な
ん
を

盛
り
上
げ
よ
う

　
野
球
の
試
合
に
欠
か
せ
な
い
審
判
員
を
確
保
し
て
大
規

模
な
大
会
運
営
に
備
え
よ
う
と
、
12
月
５
日
、
新
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
審
判
員
養
成
・
審
判
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
外
か
ら
40
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
講
習
会
で
は
、

市
軟
式
野
球
連
盟
の
登
録
審
判
員
が
指
導
に
あ
た
り
、
ル

ー
ル
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
審
判
員
の
動
き
方
や
判
定

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
習
会
に
参
加
し
た
新
野

町
の
田
中
将
一
さ
ん
（
24
歳
）
は
、「
県
外
か
ら
強
い
チ

ー
ム
が
来
る
こ
と
は
刺
激
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

審
判
員
と
し
て
も
野
球
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

News Oasis ニュースオアシス

新設したヒートポンプと給湯タンク。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
エ
コ
な
温
泉
に

　
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
で
は
、
温
泉
施
設
の
省
エ

ネ
・
省
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
設
備
の
整
備
が
ほ
ぼ
完

成
し
、
１
月
８
日
か
ら
、
従
来
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
に
替

わ
っ
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
温
泉
水
の
加
熱
・
給
湯

を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
県
の
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

基
金
を
活
用
し
て
総
事
業
費
約
３
，
９
０
０
万
円
（
う

ち
補
助
金
３
，
０
０
０
万
円
の
見
込
み
）
を
か
け
て
、

３
基
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
給
湯
タ
ン
ク
な
ど
を
設
置
し

た
ほ
か
、
館
内
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
84
個
）
も
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
３
８
０
万
円
の

コ
ス
ト
縮
減
を
見
込
ん
で
お
り
、
効
率
的
な
施
設
運
営

が
図
ら
れ
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
発
電
量
は
最
適
の
25
・
５
ｋ
ｗ
／

ｈ
に
設
定
さ
れ
、
入
浴
者
が
２
０
０
人
を
超
え
る
時
は
、

重
油
ボ
イ
ラ
ー
と
の
併
用
で
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

登録審判員がストライクゾーンの説明をするようす。

光
の
ま
ち
づ
く
り
に
民
間
企
業
が
賛
同

　
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
す
る
た
め
に
、

昨
年
６
月
に
発
足
し
た
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
各
種
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
要
望
に
、

四
国
電
力
㈱
阿
南
発
電
所
が
い
ち
早
く
応
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
設
置
さ
れ
た
の

は
、
構
内
に
あ
る
照
明
設
備
の
う
ち
12
基
。
形
状

は
橘
商
店
街
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
球

体
で
、
青
白
い
光
が
構
内
を
明
る
く
照
ら
し
て
い

ま
す
。
同
発
電
所
で
は
、
他
の
構
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

発電所構内を明るく照らすＬＥＤ照明。
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12
月
26
日
か
ら
５
日
間
、
消
防
団
全
68
班
に
よ
る
年
末
夜

警
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
消
防
幹
部
等
が
各
地
区

の
消
防
詰
所
を
回
る
特
別
巡
視
が
行
わ
れ
、
岩
浅
市
長
か
ら

「
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」
と
激
励
の
言
葉
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
早
速
、
那
賀
川
分
団
第
５
班
の
皆
さ
ん
は
、
消
防
自
動
車

に
乗
り
込
み
夜
警
に
出
発
。
地
域
の
安
心・安
全
を
願
う「
火

の
用
心
」
の
声
が
、
連
日
、
街
中
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

News Oasis ニュースオアシス

那賀川分団第５班を特別巡視するようす。

フラワーシャワーで祝福を受ける２人。

聖夜に誓う とわの愛  恋人の聖地で初の結婚式
　
12
月
23
日
か
ら
３
日
間
、
牛
岐

城
趾
公
園
で
開
催
さ
れ
た
阿
南
ル

ミ
ナ
ス
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

０
１
０
ク
リ
ス
マ
ス
に
併
せ
て

「
阿
南
を
光
ら
せ
る
シ
ャ
イ
ン
ラ

ム
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、

富
岡
町
の
板
東
英
樹
さ
ん（
33
歳
）

と
平
野
愛
子
さ
ん
（
29
歳
）
が
、

同
公
園
で
は
初
め
て
と
な
る
結
婚

式
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
結
婚
式
は
、
阿
南
青
年

会
議
所
が
企
画
し
た
も
の
で
、
板

東
さ
ん
は
実
行
委
員
長
を
務
め
、

式
の
成
功
に
奔
走
す
る
日
々
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
複
数
の
応
募
者

の
中
か
ら
１
組
を
選
考
。
し
か
し
、

諸
事
情
が
重
な
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
、
急
き
ょ
板
東
さ
ん
自

ら
が
式
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
知

り
合
っ
た
２
人
は
、
数
年
前
、
阿

南
市
に
転
入
。「
こ
こ
で
結
婚
式

が
で
き
た
ら
い
い
ね
。」
と
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
の
公
園

を
散
歩
し
な
が
ら
語
り
合
っ
た
夢

が
、
思
わ
ぬ
形
で
実
現
す
る
こ
と

に
。

　
今
宵
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。
50

万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
彩
ら
れ
た
式
場

で
、
２
人
は
と
わ
の
愛
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た

多
く
の
人
々
は
祝
福
の
言
葉
を
掛

け
、
２
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

〜　幸せいっぱいの２人から　〜

　人情味溢れるすばらしいまちの一員として暮らしていける
喜びを感じています。寒空のもと、皆様に祝福され、心温ま
るお言葉をいただいたことは、私たちにとって至福のひと時
でもあり感激の極みでした。本当にありがとうございました。
これからも青年会議所の活動を通じて、この公園を核とした
光のまちづくり活動に取り組んでいきたいと思っています。
よろしくお願いします。（英樹）
　
　体の弱い私を気遣ってくれる英樹さんのやさしさにひかれ、
徳島に来ることを決意しました。治療の傍ら、観光名所に連
れて行ってもらったり、歴史の話や俳句を詠んだりして私を
楽しませてくれました。不慣れな阿南での生活も、英樹さん
や多くの方のおかげで、今では心地良ささえ感じています。
そして、２人の思い出がいっぱい詰まったこの公園で式を挙
げさせていただけたことに感激しています。私たちを温かく
祝福していただいた方々に心からお礼申し上げます。これか
らも、英樹さんと一緒に、生き生きしたまちづくりのお手伝
いができればと思っています。（愛子）

地
域
の
安
心・安
全
を
願
っ
て「
火
の
用
心
」
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新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
第
57
回
徳
島

駅
伝
が
、
１
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
各
郡
市
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
15
チ
ー
ム
。
６
位
以
上
を
目

標
に
掲
げ
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、

初
日
か
ら
４
位
争
い
と
好
レ
ー
ス
を
展
開
。
沿

道
か
ら
の
声
援
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
１

本
の
襷た

す
き
を
つ
な
い
だ
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、
昨
年

の
７
位
か
ら
大
き
く
躍
進
し
て
５
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
解
団
式
で
は
、
第
60
回
大
会
に

は
優
勝
旗
を
持
っ
て
帰
ろ
う
と
、
さ
ら
な
る
上

位
進
出
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
選
手
等
の
活
躍
で
浮
上
の
き
っ
か

け
を
つ
か
ん
だ
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、
自
身
初
と

な
る
区
間
賞
に
輝
い
た
稲
岡
選
手
（
岡
山
大
３

年
）
や
、
初
出
場
で
区
間
２
位
と
大
健
闘
し
た

西
條
選
手
（
福
井
中
２
年
）
な
ど
の
活
躍
で
最

後
ま
で
４
位
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

湯
口
親
子
や
山
﨑
兄
弟
に
よ
る
襷た

す
き

リ
レ
ー
と
い

っ
た
徳
島
駅
伝
な
ら
で
は
の
オ
ー
ダ
ー
が
組
ま

れ
る
な
ど
見
所
も
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

レ
ー
ス
以
外
で
も
、
和
渕
コ
ー
チ
と
武
本
主
将

と
の
婚
約
が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
と
か
く
話
題

の
多
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
レ
ー
ス
を
振
り
返
り
、
武
本
主
将
は
、

「
２
位
、
３
位
争
い
も
近
い
将
来
の
話
。」
と
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
大
ブ
レ
ー
キ

も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
力
を
出
し
切
っ
て
く

れ
ま
し
た
。」
と
選
手
の
健
闘
を
た
た
え
た
米

山
監
督
。
就
任
後
、
成
績
不
振
に
あ
え
い
で
い

た
だ
け
に
５
位
入
賞
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
。「
駅

伝
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
そ
の
も
の
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
徳
島
駅
伝
を
楽
し
ん
で
欲

し
い
。
そ
し
て
、
将
来
、
こ
の
阿
南
市
か
ら
箱

根
駅
伝
や
実
業
団
駅
伝
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

躍
す
る
選
手
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
、
３
年
間
の
務
め
を
終
え
、
有
終
の

美
を
飾
っ
た
監
督
の
目
に
は
、
大
粒
の
涙
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

心
に
残
る
感
動
の
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
て
く

れ
た
阿
南
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
温
か

い
ご
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

稲
岡
哲
平
選
手　
結
城
選
手
や
大
西
選
手
の
お

か
げ
で
、
い
い
位
置
で
襷た
す
きを

受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
リ
ズ
ム
よ
く
走
れ
ま
し
た
。
区
間
賞
と

聞
い
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
剣
道
部
に

所
属
し
て
い
た
中
学
時
代
に
、
駅
伝
に
誘
わ
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
陸
上
を
始
め
ま
し
た
。
早

く
就
職
を
決
め
て
、
来
年
も
チ
ー
ム
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

美波町役場前からスタートする水口選手（右手前）。

４
位
の
チ
ー
ム
と
の
差
は
約
２
分
、

６
位
の
チ
ー
ム
と
の
差
も
約
２
分
、

追
う
も
追
わ
れ
る
も
重
圧
の
か
か
っ
た

襷た
す
きを
握
り
締
め
、
森
選
手
が
激
走
。

森　
泰
英
選
手　
１
秒
に
泣
き
た
く
な
か
っ
た

か
ら
力
を
振
り
絞
っ
て
ゴ
ー
ル
に
駆
け
込
み
ま

し
た
。
５
位
入
賞
は
上
出
来
で
す
。
昨
年
は
故

障
で
出
場
で
き
ず
、
引
退
も
囁
か
れ
ま
し
た
。

走
る
こ
と
で
自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
１
２
０
％
ぶ
つ
け
ま

し
た
。
今
は
、
走
れ
た
こ
と
で
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
線
を
退
い
て
い
っ
た
若
手

の
選
手
が
、
私
た
ち
ベ
テ
ラ
ン
の
走
り
を
見
て
、

ま
た
こ
の
舞
台
に
戻
っ
て
来
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
？

と
り
あ
え
ず
１
つ
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
ゴ
ー
ル
に
駆
け
込
む
森
選
手
。

区
間
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
日
目
の
第
28
区
（
８
・
３
㌔
）
を
28
分

28
秒
で
快
走
し
た
稲
岡
哲
平
選
手
（
岡
山
大

３
年
）
が
、
見
事
、
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

吉
野
川
合
同
庁
舎
前
を

ス
タ
ー
ト
す
る
久
保
選
手
。

美
波
町
役
場
前
を
め
ざ
し
て

力
走
す
る
伊
丹
選
手
。

相
生
か
ら
鷲
敷
ま
で
の
区
間

を
力
走
し
た
石
丸
選
手
。

「かんばれー」と声援を送る富岡保育所の園児の皆さん。

躍進！阿南市チーム５位入賞
〜今年も数々のドラマがありました〜

広報平成23年（2011年）2月1日 〔第631号〕 1�



　

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
第
57
回
徳
島

駅
伝
が
、
１
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
各
郡
市
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
15
チ
ー
ム
。
６
位
以
上
を
目

標
に
掲
げ
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、

初
日
か
ら
４
位
争
い
と
好
レ
ー
ス
を
展
開
。
沿

道
か
ら
の
声
援
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
１

本
の
襷た

す
き

を
つ
な
い
だ
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、
昨
年

の
７
位
か
ら
大
き
く
躍
進
し
て
５
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
解
団
式
で
は
、
第
60
回
大
会
に

は
優
勝
旗
を
持
っ
て
帰
ろ
う
と
、
さ
ら
な
る
上

位
進
出
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
選
手
等
の
活
躍
で
浮
上
の
き
っ
か

け
を
つ
か
ん
だ
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、
自
身
初
と

な
る
区
間
賞
に
輝
い
た
稲
岡
選
手
（
岡
山
大
３

年
）
や
、
初
出
場
で
区
間
２
位
と
大
健
闘
し
た

西
條
選
手
（
福
井
中
２
年
）
な
ど
の
活
躍
で
最

後
ま
で
４
位
争
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

湯
口
親
子
や
山
﨑
兄
弟
に
よ
る
襷た

す
き

リ
レ
ー
と
い

っ
た
徳
島
駅
伝
な
ら
で
は
の
オ
ー
ダ
ー
が
組
ま

れ
る
な
ど
見
所
も
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

レ
ー
ス
以
外
で
も
、
和
渕
コ
ー
チ
と
武
本
主
将

と
の
婚
約
が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
と
か
く
話
題

の
多
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
レ
ー
ス
を
振
り
返
り
、
武
本
主
将
は
、

「
２
位
、
３
位
争
い
も
近
い
将
来
の
話
。」
と
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
大
ブ
レ
ー
キ

も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
力
を
出
し
切
っ
て
く

れ
ま
し
た
。」
と
選
手
の
健
闘
を
た
た
え
た
米

山
監
督
。
就
任
後
、
成
績
不
振
に
あ
え
い
で
い

た
だ
け
に
５
位
入
賞
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
。「
駅

伝
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
そ
の
も
の
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
徳
島
駅
伝
を
楽
し
ん
で
欲

し
い
。
そ
し
て
、
将
来
、
こ
の
阿
南
市
か
ら
箱

根
駅
伝
や
実
業
団
駅
伝
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

躍
す
る
選
手
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
、
３
年
間
の
務
め
を
終
え
、
有
終
の

美
を
飾
っ
た
監
督
の
目
に
は
、
大
粒
の
涙
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

心
に
残
る
感
動
の
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
て
く

れ
た
阿
南
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
温
か

い
ご
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
﨑
優
希
選
手　
４
位
を
キ
ー
プ
す
る
た
め
に

懸
命
に
走
り
ま
し
た
。
弟
に
襷た

す
き
を
渡
し
た
瞬
間

は
と
て
も
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。
正
直
、
も

う
少
し
前
で
襷た

す
き
を
渡
し
て
や
り
た
か
っ
た
。
背

中
を
押
し
て
や
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

山
﨑
幸
輔
選
手　
襷た

す
き
を
受
け
取
っ
た
時
、
兄
が

こ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
頑
張
れ
よ
。」
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
レ
ー
ス
で
は
、
追
い
上
げ

て
く
る
５
位
チ
ー
ム
を
意
識
し
て
走
り
ま
し
た
。

来
年
は
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
チ
ー
ム
に

貢
献
し
た
い
で
す
。

「頑張れよー」
襷
たすき

とともにつないだ兄弟愛。

湯
口
武
夫
選
手　
第
32
区
は
再
ス
タ
ー
ト
区
間
。

１
位
で
襷た

す
き
を
渡
す
か
ら
と
娘
に
約
束
し
て
い
ま
し

た
。
残
り
２
㌔
で
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
娘
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
何
と
か
頑
張
り
ま

し
た
。
さ
す
が
に
１
位
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
は
早
か

っ
た
で
す
ね
。
菜
々
美
は
水
泳
と
の
掛
け
持
ち
で

よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
下
の
子
が
中

学
生
に
な
る
３
年
先
ま
で
は
、
何
と
か
現
役
で
頑

張
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湯
口
菜
々
美
選
手　
親
子
で
の
襷た

す
き

リ
レ
ー
は
今
回

で
２
回
目
。
前
回
と
は
逆
の
リ
レ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
父
が
笑
顔
で
飛
び
込
ん
で
来
た
の
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
緊
張
も
な
く
、
い
い
レ
ー
ス
が

で
き
ま
し
た
。
父
が
、
私
の
背
中
を
強
く
押
し
出

し
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

襷た
す
き

で
つ
な
が
る
親
子
の
絆

「
い
け
よ
ー
」

父
・
武
夫
選
手
か
ら
檄
が
飛
ん
だ
。

宍喰橋をスタートする鎌田選手（後列左）。すべてはここから始まりました。

父
か
ら
襷た

す
きを
受
け
て
ゴ
ー
ル
の
池
田
駅
を
め
ざ
す
湯
口
選
手（
右
）。

襷
たすき

を渡して背中を軽く押し出す兄・優希選手（左）。

森
選
手
か
ら
襷た

す
き

を
受
け
、
区
間
３

位
の
快
走
を
見
せ
た
黒
澤
選
手
。

コ
ー
チ
と
し
て
チ
ー
ム
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
和
渕
さ
ん
。

区
間
３
位
の
走
り
で
チ
ー
ム

を
引
っ
ぱ
っ
た
武
本
主
将
。

阿
南
市
内
を
快
走
す
る
武
谷
選
手
。

「かんばれー」と声援を送る富岡保育所の園児の皆さん。

躍進！阿南市チーム５位入賞
〜今年も数々のドラマがありました〜
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12
月
23
日
か
ら
３
日
間
、
阿
南
ル
ミ
ナ
ス
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
１
０
ク
リ
ス
マ
ス
（
光
竹
祭
）
が
、
牛
岐
城
趾
公
園
等
で
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
竹
を
組
み
合
わ
せ
て
造
り
上
げ
ら
れ
た
高
さ
15
㍍
の

阿
南
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
、
高
さ
10
㍍
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
直
径
６
㍍
の

巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
50
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光

が
灯
さ
れ
る
と
、
ま
る
で
宝
石
箱
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
り
ま
し
た
。

展
示
室
で
催
さ
れ
た
酒
井
敦
美
さ
ん
に
よ
る
「
一
画
二
驚
」
展
で
は
、

１
つ
の
切
り
絵
で
２
つ
の
絵
が
楽
し
め
る
光
の
仕
掛
け
が
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
不
思
議
さ
と
美
し
さ
に
多
く
の
人
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
が
公
園
に
響
く
と
、
会
場

の
雰
囲
気
は
一
気
に
ク
リ
ス
マ
ス

モ
ー
ド
に
。
道
沿
い
な
ど
に
並
べ

ら
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
グ
ラ
ス
の
優
し
い

光
も
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

ANAN Luminous Town Project 2010 X’mas
〜　今宵はクリスマスイブ　恋人の聖地に輝く光と笑顔　そして感動の渦　〜

電
球
が
発
明
さ
れ
て
１
４
０
年
余
り
、

そ
の
光
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
と
進
化
を
遂
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
電
球
の
発
明
に
利
用
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
の
が
日
本
の
竹
。

竹
と
光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

今
や
阿
南
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
光
の
ま
ち
阿
南
〟
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

牛岐城趾公園に設置された阿南スカイツリー。

夏のイベントに続いて
竹のオブジェの制作に
ご支援をいただいた
二名良日さん。

クリスマスソングを歌う富岡幼稚園・富岡保育所の皆さん。

神崎幼稚園の皆さん

羽ノ浦町商工会青年部

那賀川町商工会青年部の皆さん

Ｇ・Ｔ・Ｏのバンド演奏

オリジナルレザーストラップ作りを楽しむ大学生

ハートの光フォトフ
レームを楽しむ

那賀川町の生原ファミリー

阿南商工会議所女性会の皆さん

ラムダサックスの皆さん

アロハサークルアイカネ阿南の皆さん ＬＥＤグラス「光の絆」 切
り
絵
作
家
酒
井
敦
美
さ
ん

光の切り絵は、四国を
旅した時に出会った風
景や心境を描いた作品
もありました。

富岡東高ボランティ
ア部の皆さん

ベルゲンブリューダーの皆さん
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★おもしろサイエンスフェスタ（無料）

　おもしろ科学実験や科学の広場、科学工作、大型望遠鏡を
使った昼間の星の観察、プラネタリウムなど、さまざまな催
しを予定しています。くわしくは、学校を通じて配布される
チラシをご覧ください。
日　時　３月５日㈯、6日㈰　午前９時30分〜午後４時

★天文工作教室〜冬の星座〜（有料・要申込）

　冬の星座のパズルを作って大型望遠鏡で冬の天体を観察す
る講座です。
日　時　３月６日㈰　午後６時30分〜８時30分
対　象　小・中学生とその保護者
定　員　10組20人（申込順）
参加料　１組600円

★科学の広場〜空飛ぶコップを作ろう〜（無料）

　子ども向けの科学体験が楽しめます。
日　時　２月11日㈷　午前10時30分〜・午後１時30分〜

★おもしろ科学実験（無料）

　毎週土・日曜日の午前11時と午後２時に実施しています。

実施日 テーマ
２月 5日㈯ 立春の日に卵が立つことを実験で解明しよう

 6日㈰ スターリングエンジンのしくみ
12日㈯ 風船で空気の重さを調べよう
13日㈰ 冬の咲く花を観察しよう
19日㈯ スターリングカーを動かそう
20日㈰ 静電気の力でいろんな物を動かしてみよう
26日㈯ コハクを磨いて静電気を確かめよう
27日㈰ 光をよく反射する植物の葉のしくみを探ろう

★夜間天体観望会（有料・要申込）

　天文館では夜間に大型天体望遠鏡を使った天体観望会を実
施しています。

実施日 テーマ
２月 5日㈯ 木星、オリオン座大星雲、Ｍ78星雲　など

12日㈯ 月、木星、冬の一等星　など
19日㈯ 冬の一等星、すばる、おうし座のカニ星雲　など
26日㈯ オリオン座大星雲、ぎょしゃ座の散開星団　など

夜間観望会実施時間　土曜日の午後６時〜、７時〜、８時〜
参加料　大人300円、高校生250円、小・中学生200円、
　　　　幼児無料

科学センターからのお知らせ

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間の観
望会を実施しています。くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは
科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：２月７日、14 日、21 日、28 日
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

　科学センターでは、平成23年度の科学指導員を募集しま
す。応募資格、職務内容、選考日時等、くわしくはお問い合
わせください。
【募集職種・人員】

・嘱託専門指導員（主に天文分野・常勤）１人
・嘱託科学指導員（非常勤）３人
・嘱託天文（夜）補助指導員　１人
【任用期間】平成23年４月１日〜平成24年３月31日
【申込方法】

　自筆の履歴書（JIS規格に準拠のもの）を封筒に入れ、
希望する職種を朱書きのうえ、科学センターに持参、また
は郵送（簡易書留）で申し込んでください。なお、専門指
導員（常勤）は履歴書のほかに、天文歴（任意の様式）を
添付してください。
【募集締切】２月22日㈫　午後５時必着
【応 募 先】〒779－1243　阿南市那賀川町上福井南川渕８番地１
　　　　　　科学センター

●第12回  邦楽への招待『邦楽〜雅の調べ』

　あわただしい日常を離れ、優雅な邦楽の調べで癒しのひと
ときをお過ごしください。
日　時　２月27日㈰　午後１時開演
会　場　コスモホール（情報文化センター）
出　演　徳島県邦楽協会〔長唄、三曲、吟詠、琵琶、民謡、俗曲、端唄〕
入場料　一般 1,000円／大学生以下 500円（全席自由。当

日券は各500円増し）
※前売券は情報文化センター、夢ホール、市民会館、平惣書

店ほかで好評発売中。

●『明治大学マンドリン倶楽部演奏会』

　クラシック音楽からポップスまで楽しく親しみやすい明大
マンドリンの演奏会。今年は、ヒット曲「てんとう虫のサン
バ」でおなじみの『チェリッシュ』の２人をゲストにお迎え
します。
日　時　３月４日㈮　午後６時30分開演
会　場　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　チェリッシュ　　
演奏曲　「影を慕いて」「丘を越えて」「スカボロフェアー」ほか
入場料　2,500 円（全席自由。

当日券は各 500 円増
し。）

※前売券は情報文化センター、
夢ホール、市民会館、平惣書
店ほかで好評発売中。

問い合わせは　情報文化センター（☎ 44−5000）へ
◎２月の休館日：７日、14日、15日、21日、28日

情報文化センターからのお知らせ

★嘱託指導員（常勤・非常勤）
を募集します
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市
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

裕
子

極
月
や
矢
印
続
く
検
査
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

純
枝

ま
ど
ろ
み
て
ひ
ざ
か
け
づ
ら
し
美
容
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

ま
い

豆
柿
の
撒
か
れ
た
る
ご
と
空
に
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

隆
子

木
頭
路
は
日
裏
日
表
柚
子
香
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

喜
美

極
月
の
朝
刊
重
き
ち
ら
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
朔

店
畳
む
店
で
賑
は
う
年
忘
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ゆ
り
子

ひ
い
孫
の
双
子
と
歩
む
冬
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根　

渓
風

立
冬
や
み
か
ん
ハ
ウ
ス
に
煙
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

治
子

闘
病
と
介
護
の
日
々
や
冬
の
雲阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

食
細
く
な
っ
た
と
言
う
が
三
杯
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

ロ
ー
ン
済
み
心
晴
れ
ば
れ
趣
味
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

妻
の
茶
に
喉
が
一
番
馴
染
ん
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

洗
い
た
い
頭
が
あ
っ
て
街
に
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

仲
の
良
い
家
族
も
か
ら
む
洗
濯
機

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

近
藤　

千
代

多
岐
に
わ
た
り
論
じ
ら
れ
い
る
「
鳴
潮
」
を
朝
々
に

読
む
一
番
に
読
む

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

徳
川　

明
美

酷
暑
つ
づ
き
地
球
の
い
た
み
思
い
つ
つ
ひ
と
日
の
果

て
の
夕
顔
ひ
と
つ

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

勢
井　

恒
子

亡
夫
が
植
え
し
梅
の
根
元
に
詰
り
た
る
香
炉
の
灰
播

き
佇
て
り
し
ば
ら
く

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

吉
永
賀
代
子

夜
の
厨
罪
を
告
白
す
る
如
く
氷
は
紅
茶
を
そ
そ
が
れ

て
泣
く

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

小
畑　

定
弘

花
の
色
失
せ
て
鎮
も
る
父
の
墓
午
睡
な
ら
む
か
蝶
遊

ば
せ
て

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

臣
永　

悦
子

鍋
の
中
の
浅
蜊
が
ひ
ら
き
ゆ
く
瞬
時
何
に
か
祈
る
息

を
ひ
そ
め
て

入
選　
　
　
　
　
　
　

 

棚
野　

久
子

葉
の
間あ
わ
い陽

に
鮮
ら
け
き
蜘
蛛
の
巣
の
処
女
作
な
る
や

艶
や
か
な
糸

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

張
本　

雅
宣

大
根
焚
き
笑
顔
も
煮
込
み
飴
色
に

　
「
庭
の
あ
る
家
を
持
ち
た
い
」
と
い

う
長
年
の
夢
が
か
な
い
、
郊
外
の
高
台

に
小
さ
い
な
が
ら
終
の
棲
家
を
構
え
た

の
は
平
成
６
年
の
春
だ
っ
た
。

　

わ
が
家
の

三
方
は
道
路

に
面
し
て
お

り
、
目
隠
し

も
兼
ね
て
庭

木
を
植
え
る

こ
と
を
決
め

た
。
夫
と
私

は
庭
造
り
の
知
識
や
技
術
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
が
手
探
り
で
実
の
な
る
木
や

花
を
楽
し
む
木
、
草
花
な
ど
を
配
し
、

そ
の
一
角
に
、
盛
り
土
を
し
て
家
庭
菜

園
も
造
っ
た
。

　

十
数
年
の
時
が
流
れ
、
古
里
か
ら
移

し
植
え
た
三み
つ

椏ま
た

の
幹
の
周
囲
は
35
㌢
に
、

金
木
犀
は
46
㌢
に
成
長
。
新
築
祝
に
頂

い
た
木も
っ

斛こ
く

も
見
応
え
の
あ
る
樹
形
に
な
っ

た
。
季
節
に
応
じ
て
育
て
る
野
菜
は
食
材

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　

庭
の
手
入
れ
は
奥
が
深
く
、今
で
も「
剪

定
の
手
引
き
」
な
ど
の
参
考
書
が
手
放
せ

な
い
。
そ
れ
で
も
近
く
の
竹
林
か
ら
、
春

に
な
る
と
ウ
グ
イ
ス
、
初
夏
に
は
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、

作
業
時
の
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
い
つ
の
頃
か
ら
か
、

庭
に
は
蛙
や
蟷と
う

螂ろ
う

、
蛇
、

昔
ト
ン
ボ
な
ど
が
、
わ
が

も
の
顔
で
棲
み
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
雑
然
と
し
た
庭
だ
が
私
に

と
っ
て
は
居
な
が
ら
に
し
て
四
季
の
変
化

を
感
じ
ら
れ
、
心
の
落
ち
着
く
癒
し
の
空

間
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
は
、
福
井
町
の
小
西
晴
美
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

癒
し
の
空
間

437

桑 野 町
田中　榮子さん
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阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その60

室
町
幕
府・平
島
公
方（
二
四
）

公
方
館
の
位
置
と
規
模

　

初
代
平
島
公
方
、
足
利
義
冬
は
天

文
三
（
一
五
三
四
）
年
、
天
龍
寺
領

の
平
島
荘
へ
入
り
、
赤
池
の
西
光
寺

を
住
居
と
し
た
。
永
禄
年
間
（
一
五

五
八
〜
七
〇
）
古
津
の
平
島
砦
を
修

築
し
て
こ
こ
を
居
館
と
し
た
。
現
在

の
阿
波
公
方
民
俗
資
料
館
周
辺
で
あ

る
。
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
阿

波
国
を
退
去
す
る
ま
で
約
二
百
七
十

年
間
平
島
に
住
ん
だ
。

　

残
念
な
が
ら
正
確
な
公
方
館
の
規

模
、
構
造
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
城

や
砦
の
よ
う
に
軍
事
的
施
設
の
場
合
、

防
御
上
、
建
物
の
構
造
を
公
に
し
な

い
場
合
が
多
い
。
も
っ
と
も
徳
島
城

の
よ
う
に
天
下
泰
平
に
な
っ
て
か
ら

あ
え
て
隠
す
必
要
が
な
く
な
っ
て
か

ら
、
細
部
に
わ
た
り
公
に
し
て
い
る
。

そ
れ
は
む
し
ろ
壮
大
豪
華
な
城
郭
を

公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
者
と

し
て
の
威
信
を
示
す
意
図
が
読
み
と

れ
る
。

　

し
か
し
、
平
島
公
方
の
よ
う
に
特

殊
な
家
柄
の
場
合
、
不
思
議
と
資
料

が
見
付
か
っ
て
い
な
い
が
、
小
松
島

市
地
蔵
寺
の
玄
関
、
書
院
及
び
阿
波

公
方
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
鬼
瓦
（
玄

関
と
共
に
地
蔵
寺
へ
譲
渡
さ
れ
た
が
、

同
寺
か
ら
返
還
さ
れ
た
も
の
）
を
見

て
も
建
物
の
壮
大
さ
が
想
像
以
上
の

も
の
で
あ
る
。

　

館
の
広
さ
は
一
町
四
方
あ
っ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
、
お
屋
敷
跡
、
御
門

前
、
馬
場
、
お
花
畠
等
の
地
名
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
地
名
を
元
に
見
取

図
を
作
成
し
て
み
る
と
南
北
約
八
十

メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
百
七
十
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
大
ざ

っ
ぱ
な
計
測
だ
が
、
そ
の
広
大
さ
は

理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

館
跡
に
土
盛
り
し
た
よ
う
な
小
丘

が
あ
り
、
公
方
一
族
の
墓
地
と
な
っ

て
い
る
。
四
代
義
次
（
又
八
郎
）
室
、

五
代
義
景
（
又
次
郎
）
室
、
寿
貞
尼

（
七
代
義
武
弟
義
人
室
）
な
ど
の
墓

も
あ
る
。

　

小
松
島
市
地
蔵
寺
の
玄
関
は
平
島

館
か
ら
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
実

に
広
壮
で
ど
っ
し
り
し
た
構
え
、
天

井
は
見
上
げ
る
ば
か
り
に
高
い
。
階

段
は
ま
た
ぐ
の
に
大
変
な
く
ら
い
で
、

女
性
は
別
の
玄
関
か
ら
出
入
り
し
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
玄
関
へ
入
っ
た
だ

け
で
威
圧
感
を
覚
え
る
。
し
か
も
広

壮
な
玄
関
に
飾
り
も
の
ら
し
い
も
の

は
な
い
。
お
そ
ろ
し
く
端
正
で
清
々

し
い
。
簡
素
と
省
略
の
中
に
美
を
追

求
し
た
も
の
だ
。
平
島
館
が
正
に
足

利
将
軍
家
末
裔
の
武
家
だ
か
ら
だ
ろ

う
。

　

方
丈
の
広
縁
の
突
き
当
た
り
が
書

院
で
あ
る
。
こ
れ
も
平
島
館
か
ら
移

築
し
た
も
の
で
あ
る
。
武
家
の
書
院

だ
け
あ
っ
て
な
ん
の
飾
り
も
な
い
質

素
な
も
の
で
あ
る
。
黒
光
り
す
る
柱
、

天
井
に
歴
史
の
重
さ
や
公
方
の
精
神

性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

質
素
な
部
屋
だ
が
、
西
側
あ
る
い

は
南
側
の
窓
を
開
け
る
と
小
さ
な
庭
園
が
あ

る
。

　

歴
代
公
方
は
、
こ
の
書
院
の
窓
際
に
小
机

を
置
き
静
か
に
書
見
し
た
に
違
い
な
い
。

　

玄
関
及
び
書
院
は
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　

阿
波
公
方
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
鬼
瓦
は
実

に
ど
っ
し
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
下
で
こ

の
よ
う
に
巨
大
な
鬼
瓦
が
残
存
し
て
い
る
の

は
き
わ
め
て
珍
し
い
。
中
学
生
の
背
丈
よ
り

も
高
く
、
資
料
館
の
外
庭
か
ら
ガ
ラ
ス
窓
越

し
に
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

こ
れ
だ
け
重
量
の
あ
る
鬼
瓦
を
飾
り
付
け

ら
れ
る
に
は
相
当
頑
丈
で
大
規
模
な
建
物
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
平
瓦
、
軒
丸
瓦

な
ど
の
重
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

蜂
須
賀
家
政
に
よ
っ
て
公
方
家
の
禄
高
は

茶
料
百
石
に
削
減
さ
れ
た
が
、
や
は
り
阿
波

入
国
時
三
千
貫
高（
九
千
石
〜
一
万
五
千
石
）

を
領
有
し
た
当
時
の
公
方
家
の
力
を
理
解
す

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

（
続
く
）

阿波公方・民俗資料館に展示されている鬼瓦。
その大きさは、大人でも見上げるほどです。 書院の窓から望める庭園。 小松島市内にある地蔵寺。
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美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

住
民
説
明
会
で
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

連
載
⑮

　
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
し

ま
し
た
公
共
下
水
道
地
元
住
民
説
明

会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
質
問
の
中
で
、
多
か
っ
た
も

の
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q　

受
益
者
負
担
金
は
、
こ
れ
か
ら

毎
年
賦
課
さ
れ
る
の
で
す
か
？

A　
毎
年
賦
課
さ
れ
る
税
な
ど
と
違

い
、
一
度
賦
課
さ
れ
れ
ば
以
後
は
賦

課
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

度
限
り
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

Q　
土
地
の
売
買
等
に
よ
り
受
益
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
す
か
？

A　
納
付
前
、
ま
た
は
納
付
中
に
、

土
地
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
た
め
、

受
益
者
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、速
や
か
に
「
受
益
者
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
以
降

の
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
受
益
者
と
な
っ
た
人
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、

引
き
続
き
従
前
の
受
益
者
に
受
益
者

負
担
金
の
納
付
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Q　
排
水
設
備
工
事
は
い
つ
す
れ
ば

い
い
の
？

A　
平
成
23
年
４
月
か
ら
富
岡
町
全

域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
岡
町
内
に
お
い

て
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
地
区
ご
と
に
順
次「
供
用
開
始
」

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
受
け
て
か
ら
排
水
設
備
工
事
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q　
排
水
設
備
工
事
助
成
金
の
金
額

は
、
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す

か
？

A　
助
成
金
額
は
「
区
分
１
」
か
ら

「
区
分
３
」
ま
で
の
合
計
金
額
で
計

算
さ
れ
ま
す
。（
下
図
参
照
）

Q　
排
水
設
備
工
事
助
成
金
は
、
交

付
期
限
直
前
に
申
請
し
た
場
合
、
減

額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

A　
供
用
開
始
日
か
ら
下
水
道
に
接

続
し
、
排
水
設
備
工
事
の
完
了
検
査

に
合
格
す
る
ま
で
の
期
間
に
よ
っ
て

助
成
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
の
完
成
が

予
定
よ
り
遅
れ
助
成
対
象
期
間
を
過

ぎ
て
し
ま
う
と
、
助
成
金
額
が
減
額

し
た
り
助
成
対
象
外
に
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
助
成
金

の
申
請
は
余
裕
を
も
っ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

Q　
下
水
道
使
用
料
は
、
い
つ
か
ら

支
払
う
の
で
す
か
？

A　
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の
排

水
設
備
工
事
が
完
了
し
、
下
水
道
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
使
用
料
は
水
道
料

金
と
合
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Q　
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
使
用
料
は
か
か
り
ま
す
か
？

A　
井
戸
水
の
み
使
用
の
場
合
は
、

世
帯
人
数
に
よ
っ
て
使
用
水
量
を
認

定
し
、
下
水
道
使
用
料
を
計
算
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
井
戸
水
と
水
道
を
併
用
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
世
帯
人
数
及
び

井
戸
水
の
使
用
状
況
に
よ
り
使
用
水

量
を
認
定
し
、
水
道
の
使
用
水
量
に

加
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
阿
南
市
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」
の
登
録
に
つ
い
て

　

各
家
庭
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う

「
阿
南
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
か
ら
指
定
登
録
ま
で
約
１
ヵ
月

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
請
書

類
は
、下
水
道
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
業

者
の
み
な
さ
ま
へ
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
工
事

店
一
覧
表
も
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

－

１
７
９
６
）
へ

助成金
　以下の区分１から区分３の合計額が助成金額となります。

区　　　　　分 助　成　金

１ 供用開始日から、下水道に接続し完了検査
に合格するまでの期間

１年以内→20万円
２年以内→10万円
３年以内→  5万円

２ くみ取り便所を水洗便所に改造する工事を
伴う場合 ３年以内→  5万円

３ 敷地の状況により、やむを得ず屋内に汚水
管を設置しなければならない場合 ３年以内→  5万円

〜
下
水
道
〜

排水設備関係の申請書類は、
阿南市ホームページ＞行政・まちづくり＞
下水道＞各様式ダウンロード

指定工事店の申請書類は、
下水道＞業者のみなさまへ

からご利用できます。
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お
知
ら
せ

自
動
車
事
故
に
よ
る
交
通
遺
児

お
よ
び
重
度
後
遺
障
害
者
の
方
へ

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付

に
つ
い
て
】

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金

（
無
利
子
）
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
と
な
ら
れ
た

方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

お
子
さ
ま

貸
付
金
額　
一
時
金
１
５
５
，
０
０

０
円　

毎
月
２
０
，
０
０
０
円

入
学
支
度
金
４
４
，
０
０
０
円

返
済
期
間　
中
学
卒
業
後
20
年
以
内

（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
場
合

は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

【
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支

給
に
つ
い
て
】

対
象
者　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
・
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損

傷
し
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
っ
た
た

め
に
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が

必
要
な
状
態
に
あ
る
方
。

支
給
対
象　
①
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方
の
う
ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診

断
書
」
で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
方
：
月
額
６
８
，

４
４
０
円
〜
１
３
６
，
８
８
０
円

②
前
記
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方
：
月
額
５
８
，
５
７
０
円
〜
１

０
８
，
０
０
０
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
：
月
額

２
９
，
２
９
０
円
〜
５
４
，
０
０
０

円問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構
徳
島
支
所
（
☎

０
８
８

－
６
３
１

－

７
７
９
９
）
へ

お
知
ら
せ

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ

ー
ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の

防
止
の
た
め
、「
自
動
車
不
具
合
情

報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
皆

様
の
お
車
に
発
生
し
た
不
具
合
情
報

を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
不
具
合
が

発
生
し
た
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
・
日
中
）

☎
０
１
２
０

－

７
４
４

－

９
６
０

▼
自
動
音
声
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

☎
03

－

３
５
８
０

－

４
４
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

www.m
lit.go.jp/RJ/

問
い
合
わ
せ
は　
国
土
交
通
省
四
国

運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局
（
☎
０
８
８

－

６
４
１

－

４
８
１
３
）
へ

お
知
ら
せ

市
町
村
合
併
に
伴
う
車
検
証
の

住
所
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

▼
市
町
村
合
併
に
伴
う
住
所
変
更
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
車
検
証
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
住
所
と
み
な
さ
れ
る

措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
手

続
き
を
さ
れ
な
く
て
も
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
合
併
後
の
新
住
所
へ
の
変
更
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
備
え
付
け

の
専
用
シ
ー
ト
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ー
ト
）、

車
検
証
を
添
え
て
お
申
し
出
い
た
だ

き
ま
す
と
、
無
料
で
車
検
証
を
交
付

し
ま
す
。

▼
合
併
後
に
継
続
車
検
を
行
う
場
合

は
、
車
検
証
に
加
え
て
継
続
検
査
申

請
書
に
専
用
シ
ー
ト
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ー

ト
）
お
よ
び
依
頼
書
を
添
え
て
お
申

し
出
い
た
だ
く
か
、
継
続
検
査
申
請

書
の
住
所
欄
に
「
赤
字
で
新
住
所
を

記
載
す
る
」
な
ど
の
方
法
で
も
車
検

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
国
土
交
通
省
四
国

運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局
（
☎
０
８
８

－

６
４
１

－

４
８
１
３
）
へ

ひろ
ば

市
民
の
情報

お
知
ら
せ

羽
の
浦
桜
堤
地
デ
ジ
中
継
局
を
開
局
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
四
国
放
送
㈱
は
阿
南
市

長
生
町
に
、
羽
ノ
浦
町
岩
脇
・
明
見
・

古
毛
地
区
を
対
象
エ
リ
ア
と
し
た
羽

の
浦
桜
堤
地
デ
ジ
中
継
局
を
開
局
し

ま
す
。

　

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
（
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
）
を
接

続
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
総
合
・

教
育
）
と
四
国
放
送
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ

局
と
は
異
な
る
場
所
に
新
し
く
設
置

す
る
新
局
で
２
月
下
旬
に
試
験
電
波

を
発
射
し
、
３
月
中
旬
に
開
局
す
る

予
定
で
す
。
受
信
の
際
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
の
追
加
設
置
や
方
向
調
整

な
ど
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
に
つ

い
て
は
、
お
近
く
の
電
気
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
省
四
国
総
合

通
信
局
（
☎
０
８
９

－

９
３
６

－

５

０
３
７
）
へ

相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

許
認
可
手
続
き
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
26
日
㈯　

午
前
９
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

相
談
内
容　
行
政
に
係
る
許
認
可
手

続
き
（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、

開
発
許
可
、
自
動
車
運
送
関
係
等
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士
会

徳
島
南
部
支
部
（
☎
42

－３
１
７
３
）
へ

相
談

相
続
登
記
の
無
料
相
談
に
つ
い
て

　

司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を
「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と

位
置
づ
け
、
相
続
登
記
の
無
料
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
２
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午
お
よ
び
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
相
続
登
記
に
関
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
は　
県
司
法
書
士
会
阿

南
支
部
（
☎
22

－

９
８
７
３
）
へ

募
集放

送
大
学
４
月
生
の
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠

隔
教
育
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　
２
月
28
日
㈪
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は　
放
送

大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８

８

－

６
０
２

－

０
１
５
１
）
へ
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募
集Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園　
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集
！

　

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

内
容　
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味

か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以

上
）

募
集
期
間　
通
年

案
内
書
請
求
先　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０

－

06

－

８
８
８
１
）

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
☎

０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
）
へ

募
集

楽
し
い
英
会
話
教
室
受
講
生
募
集

　

や
さ
し
い
初
歩
の
英
会
話
を
、
み

ん
な
で
楽
し
く
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
講
日
時　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

受
講
料　
年
間
約
１
４
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
楽
し

い
英
会
話
教
室　

松
田
（
☎
27

－

０

６
７
３
）
へ

講
座シ

ニ
ア
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

  

徳
島
県
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
育
成
事

業
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽

し
み
方
に
つ
い
て
、
初
心
者
向
け
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

定
員　
15
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
連
絡
し
ま
す
。）

講
師　
富
士
通
エ
フ
・
オ
ー
・
エ
ム

株
式
会
社
徳
島
営
業
所

受
講
料　
無
料

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
富
士

通
エ
フ
・
オ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
徳

島
営
業
所
（
☎
０
８
８

－

６
２
２

－

０
１
８
０
）
へ

催
し

高
校
生
た
ち
に
よ
る
邦
楽
発
表
会

　

阿
南
工
業
高
校
音
楽
部
と
富
岡
西

高
校
・
富
岡
東
高
校
羽
ノ
浦
校
筝
曲

部
に
よ
る
邦
楽
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

阿
南
工
業
は
「
三
味
線
」、
富
岡
西

校
と
羽
ノ
浦
校
は
「
筝
」
の
部
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
１
年
間
の
活

動
の
ま
と
め
と
し
て
合
同
で
発
表
し

ま
す
。
３
校
の
高
校
生
た
ち
が
一
生

懸
命
演
奏
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聴

き
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
２
月
13
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　
富
岡
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
工
業
音
楽
部

大
羽
（
☎
22

－

１
４
０
８
）
へ

　■ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　支援の対象　次のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯。

①生活保護などの公的扶助を受けている世帯
②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課税の世帯
③社会福祉施設に入所されていて、自らテレビを持ち込んでいる世帯。

支援の内容　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、対象世帯を訪問してチューナーの
設置を行います。アンテナ改修等が必要な場合は無償で工事を行います。

　■市町村民税非課税世帯への支援　
支援の対象　まだ地上デジタル放送に対応できず「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯」が対象

です。※ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。
支援の内容　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付します。また、チューナーの設置方法

や操作方法を電話でサポートします。※チューナーの訪問設置およびアンテナ改修等は行いません。

　■申込方法等について　
　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省地デジチューナー支援実施センターへ送付してください。
申込書は、インターネット・電話等で総務省地デジチューナー支援実施センターから取り寄せてください。身近な
公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。

　■申込期限　　　　
　平成23年７月24日㈰ 　※当日の消印有効

　■問い合わせは
　総務省地デジチューナー支援実施センター

・ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援（☎0570－033840）へ
・市町村民税非課税世帯への支援（☎0570－023724）へ

　ＮＨＫふれあいセンター
・ＮＨＫ放送受信料全額免除について（☎0570－000588）へ
・ＮＨＫの放送受信契約について（☎0570－077077）へ

地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
の
世
帯
に
対

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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健
康
い
き
い
き
情
報

お
知
ら
せ

少
額
訴
訟
を
利
用
さ
れ
る
方
へ

　

少
額
訴
訟
手
続
き
は
、
少
額
の
金

銭
の
支
払
い
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

速
や
か
に
解
決
す
る
手
続
で
す
。
原

則
と
し
て
１
回
の
審
理
で
終
了
し
、

審
理
終
了
後
、
直
ち
に
判
決
の
言
渡

し
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

た
だ
し
、
審
理
を
１
回
で
終
え
る
た

め
に
は
口
頭
弁
論
の
期
日
の
前
に
自

分
の
主
張
を
整
理
し
、
こ
れ
に
対
す

る
証
拠
を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
事
前
準

備
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

裁
判
所
の
窓
口
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
定
型
の
書
式
が
備
え
付
け
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(http://w
w

w
.courts.go.jp./)

か

ら
も
一
部
の
定
型
書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
（
☎
０
８
８

－

６
０

３

－

０
１
１
１
）
へ

催
し

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

第
10
回
記
念
「
ダ
ン
ス
の
集
い
」

日
時　
２
月
13
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

主
催　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
阿
南

問
い
合
わ
せ
は　
市
文
化
協
会
所
属

マ
ド
ン
ナ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

吉
田

（
☎
27

－

０
１
５
４
）
へ

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
め
て
、
た
め
に
な
る

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

１
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

２
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

８
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

９
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

14
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

18
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

22
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

28
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

時
間　
新
野
・
中
野
島
・
那
賀
川
・

福
井
・
桑
野
・
椿
・
大
野
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
で
す
。

内
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
、「
三

味
線
の
音
色
で
心
を
癒
そ
う
」
が
あ

り
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

　

加
齢
と
共
に
低
下
す
る
筋
力
を
適

度
な
運
動
で
維
持
向
上
し
、
転
ば
な

い
足
腰
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
10
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
：
10
時
〜
）

※
10
時
20
分
か
ら
体
力
測
定
（
下
肢

筋
力
）
を
し
ま
す
。　

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上

澄
さ
ん

対
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な

い
方

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ 

１月10日に開催された第39回阿南市クロスカントリー大会のようす。
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２月　献 血 実 施 一 覧
日 採血場所 所在地 採血時間

２日
㈬

阿南農業協同組合（アグリあなん） 桑 野 町  9：40〜11：10
四国化工機㈱阿南食品工場 山 口 町 13：00〜14：00

17日
㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10：00〜12：30

14：00〜16：30
23日
㈬

バイオ科学㈱ 那賀川町 10：00〜11：30
国交省四国地方整備局那賀川河川事務所 領 家 町 13：00〜14：30

※ 400ml 献血のみの実施です。一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に

な
る
方
、
足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る

方
に
お
す
す
め
で
す
。
一
緒
に
阿
波

踊
り
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
18
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
徳
島
大
学　

大
学
開
放
実
践

セ
ン
タ
ー
教
授　

田
中
俊
夫
さ
ん

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

65
歳
以
上
の
方
の
要
介
護
と
な
る

原
因
の
上
位
を
占
め
る
「
転
倒
、
骨

折
」
の
予
防
方
法
を
実
技
を
通
し
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
22
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

演
題　

｢

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に｣

講
師　
徳
島
文
理
大
学
教
授　

鶯

春
夫
さ
ん

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ 

ノロウイルスにご注意を
　ノロウイルスは人に感染して下痢や嘔吐等の胃腸炎症状を引き起

こす病原体の一つです。カキなどの二枚貝に付着していることがあ

り、毎年冬場にはこのウイルスを原因とする食中毒が発生していま

す。また、感染者の嘔吐物や便からも感染することがあります。（症

状が治まっても２〜３週間は便中にウイルスが排泄されています。）

■感染防止、消毒や汚物の処理の仕方

☞カキなどの二枚貝は中心部まで十分加熱調理（85度、１分以上）
しましょう。

☞調理前、食事の前、トイレの後などは石けんを使用し、十分な

手洗いとうがいをしましょう。

☞生鮮食品（野菜、果物）は十分に洗いましょう。

☞調理器具の洗浄、消毒をこまめに行いましょう。消毒用アルコ

ールは効果が弱く、熱湯か次亜鉛素酸ナトリウム（塩素系漂白

剤）が効果的です。（家庭用漂白剤の場合は、約200倍に薄め

て使用してください。）

■塩素系漂白剤の注意

☞酸性の洗剤と絶対に混ぜないでください。十分換気して行いま

しょう。

☞手指等、体の消毒をすることは絶対にしないでください。

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
主

な
要
因
は
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
で

す
。
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど

の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を

吸
い
こ
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
た
物
を
触
っ
た
手
で
、
口
や
目
の

粘
膜
を
触
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

症
状
が
出
た
場
合
の
対
応

▼
普
段
健
康
な
方

症
状
が
軽
い
場
合
は
自
宅
で
療
養
。

症
状
が
重
い
場
合
は
か
か
り
つ
け
医

ま
た
は
病
院
等
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
方

　

持
病
の
あ
る
方
や
妊
娠
し
て
い
る

方
は
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
病
院

等
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
拡
大
を
抑
え
ま
し
ょ
う

　

マ
ス
ク
（
不
織
布
製
）
の
着
用
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
咳
、
く

し
ゃ
み
の
際
は
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で

口
を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
他
人
へ
の

感
染
を
防
ぐ
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。

予
防
接
種
も
効
果
的
で
す

　

流
行
期
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
も
感
染
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

有
効
策
と
い
え
ま
す
。
接
種
に
よ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
効
果
は
、
高

齢
者
で
70
％
前
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
し
た
場
合
で
も
症
状
が
軽
く
済

み
ま
す
。

バ ラ ン ス の い い
食事と睡眠をとる

部屋の湿度を保つ

人混みを避ける

手洗い・うがい

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

今
月
は
体
組
成
を
測
定
し
ま
す
。

自
分
の
基
礎
代
謝
量
や
内
臓
脂
肪
の

状
態
な
ど
を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
等
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
２
月
25
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

※ 

素
足
で
測
定
し
ま
す
。

※ 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
は
測

定
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

新
型
も
季
節
性
も
共
通

個
人
で
で
き
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
法
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高齢者や乳幼児の死亡率が高い

短期的に爆発的に拡大する

●突然の発熱（38〜40度の高熱）・寒気
●頭痛、関節痛、筋肉痛、だるさなど
●下痢

インフルエンザ

発熱しても38度程度であることが多い

徐々に拡大

●くしゃみや鼻水、鼻づまり
●のどの痛み、せき、たん
●腰痛

カ　　ゼ

症　　状

感染の広がり

重 症 度

イ ン フ ル エ ン ザ と カ ゼ と の 違 い



み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時１
日
㈫　

豆
ま
き

10
日
㈭　

バ
ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う

18
日
㈮　

子
育
て
教
室(

講
師:

徳

島
文
理
大
学
名
誉
教
授 

寒
川
伊
佐
男
さ
ん) 

25
日
㈮　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
４
日
㈮
・
15

日
㈫
・
22
日
㈫

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い
ま

す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

１
日
㈫　

レ
ン
ジ
蒸
し
パ
ン

８
日
㈫　

子
育
て
講
演
会 (

講
師
：

熊
山
孝
子
さ
ん)

15
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

22
日
㈫　

お
誕
生
会

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
2
時
30
分
〜
４
時

1
日
㈫　

節
分
の
集
い

８
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

15
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

22
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時１
日
㈫　

豆
ま
き(

鬼
の
面
作
り)

８
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト 

15
日
㈫　

保
育
所
の
お
友
だ
ち
と
遊

ぼ
う(

要
参
加
申
込)

22
日
㈫　

お
誕
生
会

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

　

お
子
さ
ま
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

お
済
み
で
す
か

　

市
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

女
子
を
対
象
に
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
と

接
種
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
、
該
当
者
に
は
文

書
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
子
様
の
体
調
に
合
わ
せ
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
し
た
が
っ
て
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た

　

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
対
象
者

（
生
後
２
カ
月
か
ら
４
歳
の
乳

幼
児
）
あ
て
に
個
別
通
知
し
て

い
ま
す
の
で
、
接
種
回
数
等
を

ご
確
認
の
う
え
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

１月７日、阿南保育園では七草がゆが給食に出され、園児の皆さんはおいしそうに食べていました。
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　幼稚園の行事には、未就園の近所の子どもたちや在

園児の弟や妹たちも一緒に参加します。そんな機会が

ある度、園児たちは自分たちよりも小さい仲間たちを

喜ばせようと一生懸命になります。自分から小さな子

たちに話しかけ、いつもは自分だけで使いたい遊具や

用具を貸してあげたり、使い方を教えてあげたりと、

体も心も全力で寄り添っています。

　そんな園児の姿を見かけると、ふだん遊び慣れてい

る幼稚園の仲間には威張ったり、ときには無理を言っ

たりすることがあっても、やさしい心のもち主だとわ

かって安心したり、その場に応じた対応の仕方が身に

付いていることに感心します。小さな仲間たちに「あ

のお兄ちゃんってやさしいね。」と言ってもらえるこ

とで、自分を見る見方が変わってくれるのが嬉しいし、

やさしく対応してくれる園児に出会うことは、小さな

仲間たちにもよいモデルとなっていくと思います。お

互いの言葉や行動に触れることにより、心を耕し、思

いやりの気持ちを育んでいったり、気持ちをコントロ

ールしていくことができるようになる機会を、規範意

識や道徳性の芽生えを育む機会として、幼稚園生活の

中で大切にしていきたいと考えています。

学校教育課　

− いっしょにするんよ  −

子育て一言メモ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

９
日
㈬　

桑
野
公
民
館

16
日
㈬　

長
生
公
民
館

23
日
㈬　

福
井
公
民
館

25
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
1
日
㈫
・
2
日
㈬
・
4

日
㈮
・
8
日
㈫
・
15
日
㈫
・
18
日
㈮

22
日
㈫
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

病
後
児
保
育
だ
よ
り

（
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ･

手
遊
び･

手
作
り
お
や
つ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
〜

３
時

場
所　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク　

３
階　

保
育
室

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
後
児
保
育
（
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
☎
０
８
０

－

１
９
９
８

－

７
４
７

６
）
へ

教　　室　親子ヨガ
日　　時　2月15日㈫　午前10時〜正午
場　　所　ひまわり会館1階　健康ルーム
内　　容　親子でたくさんスキンシップをして、日

頃の運動不足やストレスを解消しましょう。
対 象 者　市内在住の就学前のお子さまと保護者
定　　員　15組（申込順）
申込方法　電話でお申し込みください。
申込期間　2月1日㈫〜８日㈫
※教材費別途必要。
※託児をしています。
※当日は動きやすい服装でお越しください。バスタ
オルまたはマット、水をご用意ください。

　シルバー人材センターでは、資格保持者や経験豊かな
高齢者の方が多数登録しています。この機会に、育児の
悩みや子育ての不安をお話してみてはいかがですか。

親子教室
「シルバーママ」を開催

問い合わせは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局
（☎23－2630）へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時３
日
㈭　

お
に
の
お
面
づ
く
り

４
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

７
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

９
日
㈬　

キ
ッ
ズ
ヨ
ガ

14
日
㈪　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
ク

ッ
キ
ー
作
り

15
日
㈫　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

21
日
㈪　

発
育
計
測

23
日
㈬　

お
店
ご
っ
こ

24
日
㈭　

お
誕
生
会

25
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

28
日
㈪　

お
ひ
な
さ
ま
製
作

※
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全

運
転
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与

日
時　
２
月
４
日
㈮
・
16
日
㈬　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

対
象　
生
後
３
カ
月
か
ら
90
カ
月
に

至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
乳
幼
児
。

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

つどいの広場のようす。
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人口と世帯数

人口 77,781人（－  84）
男 37,505人（−  39）

女 40,276人（−  45）

世帯数 29,211世帯（－  22）
●平成22年12月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 ８・22日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22−1116

法 律 相 談 ３・17日㈭
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22−1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24−3251

登 記 相 談 25日㈮ 午後2時〜4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22−1116

心配ごと相談 ７・14・21・28㈪ 午前10時〜午後3時 市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23−7288

出 前
心配ごと相談

７日㈪ 午前10時〜午後3時 福井住民センター 社会福祉協議会
☎23−7288

特 設
人 権 相 談 所

９日㈬ 午後1時30分〜4時 富岡公民館
那賀川社会福祉会館

人権・男女参画課
☎22−3094

人 権 相 談 所 10日㈭ 午後1時30分〜4時 ひまわり会館１階 人権・男女参画課
☎22−3094

健 康 相 談 25日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

栄 養 相 談 17日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

女性の生き方
何 で も 相 談

１・８・15・22日㈫
25日㈮

午後1時〜5時
午後1時〜4時

いずれも要予約

市民会館内２階　
相談室

男女共同参画室分室
☎22−0361

２月の相談日

２月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

6 岸医院 富 岡 町 ☎23−0272

11 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600

13 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23−6522

20 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

27 是松医院 津乃峰町 ☎27−0316

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、

　阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が
小児救急患者を受け入れています。（事前の電話連絡は不要です。）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※３月の法律相談の予約は、２月１日から受け付けています。

２月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

　市税の納め忘れはありませんか？今一度、確認
をお願いします。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

●市税日曜相談窓口 ２月27日㈰ 
　午前8時30分〜午後5時　市役所1階納税課

スポーツ施設２月の休館日
サンアリーナ 7・14・21・28日

那賀川スポーツセンター 2・9・16・23日

羽ノ浦総合国民体育館 7・14・21・28日

羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・21・28日

　先月号の新成人と市長による新春座談会で、湯浅　萌さんの大学の
学部名が間違っていました。正しくは「文学部」です。

お詫び
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編集室の

窓
　徳島駅伝では、久しぶりにいい緊張感を味わいました。非日常的な世界で緊張感を味わえる環境に身を置くことはとても
大切なことだと思います。これはスポーツに限ったことではありませんが、こうした緊張感を経験することで人は成長して
いけるのかもしれません。（山）

●
市
章

　

市
制
発
足
を
記
念

し
て
、
市
の
紋
章
で

あ
る
市
章
を
全
国
か

ら
公
募
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
２
１
９

点
あ
り
、
昭
和
33
年
９
月
の
阿
南
市
議

会
で
審
議
の
結
果
、
静
岡
県
の
片
山
万

朗
さ
ん
の
作
品
を
採
択
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
章
は
、
市
の
歴
史
と
伝
統
を

背
景
と
し
て
創
造
・
飛
躍
・
発
展
を
期

し
、
理
想
に
向
か
っ
て
前
進
し
よ
う
と

す
る
阿
南
市
を
「
あ
南
」
と
し
て
合
体

図
案
化
し
た
も
の
で
す
。

●
阿
南
市
民
の
歌

　

昭
和
41
年
４
月
１
日
、
広
く
市
民
か

ら
募
集
し
ま
し
た
「
阿
南
市
民
の
歌
」

の
１
位
に
入
選
し
た
橘
町
の
円
条
寧
代

さ
ん
の
歌
詞
に
、
長
生
町
の
富
永
照
美

さ
ん
が
作
曲
し
た
、
伸
び
ゆ
く
阿
南
市

民
の
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
軽
快
な
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
つ
き
ま
し
た
。

●
市
の
木
「
梅
」

　

昭
和
63
年
に
市
の

木
と
し
て
「
梅
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
梅

は
、
バ
ラ
科
の
落
葉

樹
で
、
早
春
に
他
の

花
に
先
駆
け
開
花
し
、
ふ
く
い
く
た
る

香
り
が
高
い
優
雅
な
花
で
あ
り
、
市
内

に
は
県
南
で
最
も
大
規
模
な
梅
の
名
所

と
し
て
有
名
な
明
谷
梅
林
が
あ
る
こ
と

に
も
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

●
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」

　

平
成
３
年
に
市
の

花
と
し
て
「
ひ
ま
わ

り
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
ひ
ま
わ
り
は
キ

ク
科
の
一
年
草
で
、

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
光
り
輝
き
、
明

る
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
力
強
さ
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
躍
進
が
期
待
さ
れ
る

南
国
阿
南
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

く
、
市
内
全
域
で
容
易
に
咲
か
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
市
の
鳥
「
つ
ば
め
」

　

平
成
11
年
、
市
制

施
行
40
周
年
を
記
念

し
て
市
の
鳥
に
「
つ

ば
め
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
ツ
バ
メ
は
、

夏
空
に
颯
爽
と
舞
い
、
ス
マ
ー
ト
で
躍

動
的
な
姿
は
未
来
へ
の
飛
躍
が
期
待
さ

れ
る
阿
南
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

く
、
ま
た
自
然
と
生
物
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
る
た
め
に
阿
南
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
が
合
併
し
て
か
ら
、
今
年
の

３
月
で
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
機
に
、
阿
南
市
の
象
徴
と
な

り
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
９
月
１
日
か

ら
10
月
15
日
ま
で
の
間
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
１

８
３
点
の
応
募
作
品
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
審
査
委
員

会
に
お
い
て
優
秀
作
品
５
点
を
選
定

し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
市
立
中
学
校

の
全
生
徒
に
投
票
を
お
願
い
し
、
最

も
得
票
の
多
か
っ
た
作
品
を
ロ
ゴ
マ

ー
ク
と
し
て
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
マ
ー
ク
は
、
市
が
発
行

す
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ま
た
名
刺
や
封
筒
な
ど
に
活
用
す
る

ほ
か
、
各
種
団
体
や
事
業
者
の
方
々

に
も
御
使
用
い
た
だ
き
、
特
産
品
や

商
品
等
を
全
国
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
末
永

く
親
し
ま
れ
る
マ
ー
ク
に
な
る
よ
う

育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
企
画
政
策
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
制
作
意
図
】

　
阿
南
市
は
古
く
か

ら
海
の
恵
を
受
け
、

ま
た
山
々
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
環
境

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

海
と
山
の
自
然
の
中
、

市
民
が
健
康
に
満
ち

て
日
々
活
動
す
る
姿

を
、阿
南
市
の
「
阿
」

の
字
を
モ
チ
ー
フ
に

描
き
ま
し
た
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
者
で
あ

る
塩
﨑
さ
ん
は
、
50
年
以
上
に

わ
た
り
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
事
業

に
携
わ
っ
て
お
り
、
今
回
の
阿

南
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
を

知
っ
て
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
阿
南
市
の
情
報
収
集
を
行

い
、
次
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
案
化
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
基
に
筆
を
使
っ
て
原

図
を
完
成
さ
せ
た
後
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
デ
ー
タ
化
す
る
手
法

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
手
書

き
の
暖
か
さ
が
に
じ
み
出
る
作

品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

阿
南
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た

ロゴマーク制作者
大阪市　塩﨑　榮一さん

市

の

象

徴




